
2
0
2
2
2
0
2
3

総
合
検
査
案
内

2022-23

PMA003F

検査に関するお問い合わせ
最寄りの地域ラボラトリーまたは営業所へご連絡ください。

ま ご こ ろ で 健 康 を

野々市 石川県野々市市西部中央土地区画
整理地20街区4-1

寺　町 石川県金沢市寺町２丁目８番2-1号

石川県小松市白嶺町1丁目34番地
Ａｓｈｉビル103号室

高　崎 群馬県高崎市菅谷町1069-1

埼玉県本庄市寿１丁目23-6

●支　社

三　条 新潟県三条市旭町２丁目５番16号
新発田 新潟県新発田市新栄町3丁目4番33号

石井ビル403

魚　津 富山県魚津市上村木1丁目14番14号
ルネ宮田ビル１F

石川・福井・富山・新潟・群馬・埼玉・栃木・大連（中国）

総合検査案内

新潟県上越市木田町２丁目7-4



索引 2 索 弓 I

こ利用の手引き 12 こ
‘

利用の手引き

生体色素検査 79 アミノ酸検査 26 

蛋白検査 79 糖代謝検査 28 

ポルフィリン関連検査 79 有機酸検査 28 

酵素活性検査 20 ビタミン検査 28 生化学 的 検査
アイソザイム検査 22 金属検査 30 

脂質関連検査 23 その他 32 

電解質検査 25 クリアランス検査 33 

含窒素成分検査 26 産業医学関連検査 36 

薬物分析検査 38 

［

薬物分析検査

●下垂体機能検査 42 ●副腎髄質機能検査 49 

●甲状腺機能検査 44 ●膵·消化管機能検査 50 内分泌学的検査
●副甲状腺·骨代謝関連検査ー44 ●性腺 ・ 胎盤機能検査 51 

●副腎皮質機能検査 47 ●その他 55 

血漿蛋白検査 56 ●肝炎ウイルス検査 88 

●アレルギー検査 59 0その他 90 

●免疫血液学検査 62 ●ウイルス分離 ・ 同定 91 免疫血清学的検査
●自己免疫関連検査 63 〇細胞性免疫検査 92 

感染症関連検査 68 

腫瘍関連検査 95 

［
腫瘍関連検査

●血球計数 100 ●凝固 ・ 線溶系検査 102 

●形態学的検査 l O l ●染色体検査 106 血液学 的 検査
●原虫検査 l O l

●尿検査 107 ●髄液検査 109 

●糞便検査 107 C精液検査 109 般 検 査
●穿刺液検査 108 ●靡汁検査 109 

●一般細菌検査 l l 0 ●真菌検査 l 16

抗酸菌検査 l 14 ●その他 l 16 微生物学的検査

●病理学的検査

●遺伝子検査

l l 7 ●細胞診検査 123 

125 

病理・細胞診検査

●検体の安定性（血清 ・ 血漿）

●検査方法の略号
●検体採取方法
●参考文献

●採取容器の種類と採取上の注意点

8

9

0

2

4
 

2

2

3

3

4
 

―

―

―

―

―

 

資 料

ー



2

ア 頁 点数 保険区分

亜鉛（Zn） 30 136 D007 37
アスコルビン酸（ビタミン C） 29 305 D007 60
アスピリン（サリチル酸） 40 特 B001 2（イ）

アスペルギルス（目的菌） 111 一
アスペルギルス抗原 70 157 D012 29
アスペルギルス抗体 70 一
アセタゾールアミド 39 特 B001 2（イ）

アセタゾラミド 39 特 B001 2（イ）

アセトアミノフェン 40 185 D007 46
アセトン定量 32 一
アディポネクチン 55 一
アデノウイルス抗原（糞便） 74 60 D012 7
アデノウイルス抗体価（半定量） 74 79 D012 11
アデノシンデアミナ一ゼ（ADA） 21 32 D007 11
アトピー鑑別試験 59 194 D015 21
アプリンジン 38 特 B001 2（イ）

アポリポ蛋白 AⅠ 24 頁参照 D007 10（イ）〜（ハ）

アポリポ蛋白 A Ⅱ 24 頁参照 D007 10（イ）〜（ハ）

アポリポ蛋白 B 24 頁参照 D007 10（イ）〜（ハ）

アポリポ蛋白 CⅡ 24 頁参照 D007 10（イ）〜（ハ）

アポリポ蛋白 C Ⅲ 24 頁参照 D007 10（イ）〜（ハ）

アポリポ蛋白 E 24 頁参照 D007 10（イ）〜（ハ）

アミオダロン 38 特 B001 2（イ）

アミカシン 40 特 B001 2（イ）

アミノ酸分析 26 1141 D010 4（口）

アミラーゼ（AMY） 20 11 D007 1
アミラ一ゼアイソザイム 22 48 D007 16
アミラ一ゼクレアチニンクリアランス 34 一
アミラ一ゼクリアランス 34 一
アルカリホスファターゼ（ALP） 20 11 D007 1
アルドステロン 48 125 D008 16
アルドラーゼ 21 11 D007 1
アルブミン（Alb） 19 11 D007 1
アルブミン定量（尿） 57 99 D001 8
アルベカシン 40 特 B001 2（イ）

アルミニウム（Al） 31 112 D007 29
アンギオテンシンⅠ転換酵素（ACE） 21 140 D007 38
アンチトロンビン活性（AT 活性） 102 70 D006 10
アンチプラスミン活性（プラスミンインヒビター） 102 128 D006 15
アンモニア（NH3） 26 50 D007 16

イ 頁 点数 保険区分

一般細菌簡易培養 110 60 D018 6
一般細菌嫌気性培養 110 122 D018 注 1
一般細菌塗抹鏡検 110 64 D017 3
一般細菌感受性 110 頁参照 D019 1 〜 3
一般細菌培養・同定 110 頁参照 D018 1 〜 5
インスリン（lRI） 50 103 D008 10
インスリン抗体 50 110 D014 6
インターフェロンγ遊離試験（T-SPOT.TB） 114 594 D015 30
インドサイアニングリーン試験（消失率） 33 150 D286
インドサイアニングリーン試験（停滞率） 33 100 D289 2
インフルエンザウイルス抗体価（半定量） 75 79 D012 11
インフルエンザ菌（目的菌） 111 一

ウ 頁 点数 保険区分

ウイルス分離・固定 91 一
ウェルシュ菌（目的菌） 111 一
ウロポルフィリン（血中） 20 一
ウロポルフィリン（尿） 20 105 D001 10

エ 頁 点数 保険区分

エコーウイルス抗体価（半定量） 80・81 79 D012 11
エストラジオール（E2） 52 172 D008 36
エストロジェンレセプター（病理） 117 720 N002 1
エタノール（エチルアルコール） 32 108 D007 27
エトスクシミド 39 特 B001 2（イ）

エベロリムス 40 特 B001 2（イ）

エラスターゼ 1 21・97 123 D009 8
エリスロポエチン（EPO） 55 209 D008 41
エルシニア（目的菌） 111 一
塩基性フェトプロテイン（BFP） 95 150 D009 16
塩酸ピルジカイニド 38 特 B001 2（イ）

エンテロウイルス抗体価（半定量） 78 一
エンドトキシン定量 70 236 D012 50
エンドトキシン（透析液） 70 一

オ 頁 点数 保険区分

黄体形成ホルモン（LH） 43 108 D008 13
オウム病抗体（クラミドフィラ・シッタシ抗体） 86 79 D012 11
オステオカルシン（OC）（BGP） 44 157 D008 28
オリゴクローナルバンド 58 522 D004 11

カ 頁 点数 保険区分

ガードネレラ（目的菌） 111 一
ガストリン放出ペプチド前駆体（ProGRP） 95 175 D009 21
活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT） 102 29 D006 7
カテコールアミン 3 分画 49 165 D008 33
カドミウム（Cd） 31 一
ガバペンチン 38 特 B001 2（イ）

可溶性インターロイキンー 2 レセプター（slL-2R） 97 438 D009 30
可溶性フィブリンモノマー複合体（定性） 104 93 D006 12
可溶型メソテリン関連蛋白（メソテリン） 98 220 D009 26
カリウム（K） 25 11 D007 1
顆粒球エラスターゼ（子宮頸管粘液） 53 119 D004 8
カルシウム（Ca） 25 11 D007 1
カルシトニン 46 133 D008 20
カルニチン 29 95 ＋ 95 D007 23
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（目的菌） 111 一
カルバマゼピン 39 特 B001 2（イ）

簡易培養（一般細菌） 110 60 D018 6
肝細胞増殖因子（HGF） 90 227 D007 52
カンジタ（目的菌） 111 一
間接クームス試験 62 47 D011 2（ロ）

関節液検査（結晶成分） 108 50 D004 2
癌胎児性抗原（CEA） 95 99 D009 2
癌胎児性フィブロネクチン（頸管腟分泌液） 53 204 D015 23
寒冷凝集反応 68 11 D014 1

キ 頁 点数 保険区分

基質拡張型βラクタマーゼ産生菌（目的菌） 111 一
キニジン 38 特 B001 2（イ）

凝固因子活性（F2、F5、F7、F8、F9、F10、F11、F12、F13） 104 223 D006 30
凝固第Ⅷ因子インヒビター（F8INH） 104 144 D006 20
凝固第Ⅸ因子インヒビター（F9lNH） 104 144 D006 20
キャンピロバクター（目的菌） 111 一
金（Au） 40 一

ク 頁 点数 保険区分

グアナ一ゼ 21 35 D007 12
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クームス試験（直接・間接） 62 34・47 D011 2（イ）・（ロ）

クエン酸 28 一
クラミジア・トラコマチス核酸同定検査 86・125 193 D023 2
クラミジア・トラコマチス抗体価（lgG・lgA） 86 200 D012 40
クラミドフィラ・シッタシ抗体（オウム病クラミジア） 86 79 D012 11
クラミドフィラ・ニューモニエ lgA 抗体 86 75 D012 10
クラミドフィラ・ニューモニエ lgG 抗体 86 70 D012 9
クラミドフィラ・ニューモニエ lgM 抗体 86 152 D012 27
クリオグロブリン定性 58 42 D015 5
グリコアルブミン（GA） 28 55 D007 17
クリプトコッカス（目的菌） 111 一
クリプトコックス抗体 70 一
クリプトコックス・ネオフォルマンス抗原 70 174 D012 35
グルコース（血糖） 28 11 D007 1
クレアチニン（CRE） 26 11 D007 1
クレアチニンクリアランス（Ccr） 35 一
クレアチン 26 11 D007 1
クレアチンキナ一ゼ（CK） 21 11 D007 1
クロ一ル（Cl） 25 11 D007 1
クロストリジウムディフィシル毒素 70 80 D012 12
クロナゼパム 39 特 B001 2（イ）

クロバザム 39 特 B001 2（イ）

クロム（Cr） 31 一
クロルプロマジン 40 一

ケ 頁 点数 保険区分

頸管腟分泌液中癌胎児性フィブロネクチン 53 204 D015 23
血液型（ABO 式） 62 24 D011 1
血液型（Rh（D）式） 62 24 D011 1
血液型（Rh-Hr 式） 62 148 D011 3
血液型不適合妊娠 62 一
血液像（白血球分類） 101 15 D005 3
結核菌特異的インターフェロンγ産生能（T-SPOT.TB） 114 594 D015 30
結核菌群核酸同定検査（MTB） 115・125 410 D023 13
血小板関連 IgG（PA-lgG） 66 193 D011 6
血小板数（Plt） 100 21 D005 5
血小板第 4 因子（PF4） 105 178 D006 26
血小板第 4 因子一ヘパリン複合体抗体（HIT 抗体） 66 390 D011 10
血清アミロイド A 蛋白（SAA） 57 47 D015 6
血清補体価（CH50） 58 38 D015 4
結石分析 32 117 D010 2
血糖（グルコース） 28 11 D007 1
ケトン体分画 28 59 D007 19
ゲンタマイシン 40 特 B001 2（イ）

原虫検査 107 61 D017 3

コ 頁 点数 保険区分

抗β 2 グリコプロテイン抗体 IgG 67 226 D014 28
抗β 2 グリコプロテイン抗体 IgM 67 226 D014 28
抗 AChR 抗体（抗アセチルコリンレセプター抗体） 66 798 D014 43
抗 ARS 抗体（抗アミノアシル tRNA 合成酵素抗体） 65 190 D014 22
抗 BP180 抗体 67 270 D014 33
抗 CCP 抗体（抗シトルリン化ペプチド抗体） 63 198 D014 24
抗 CL・β 2GPⅠ複合体抗体 67 223 D014 27
抗 DNA 抗体 64 163 D014 17
抗 ds-DNA 抗体（lgG） 64
抗 ds-DNA 抗体（lgM） 64 一
抗 GAD 抗体（抗グルタミン酸カルボキシラーゼ抗体） 50 134 D008 21
抗 GBM 抗体（抗糸球体基底膜抗体） 66 262 D014 32
抗 IA-2 抗体 50 213 D008 43
抗 Jo-1 抗体 65 140 D014 9
抗 MuSK 抗体（抗筋特異的チロシンキナーゼ抗体） 66 1000 D014 45
抗 p53 抗体 95 163 D009 19
抗 RNP 抗体 64 144 D014 11
抗 Scl-70 抗体 65 157 D014 14

抗 Sm 抗体 64 151 D014 12
抗 SS-A/Ro 抗体 64 161 D014 16
抗 SS-B/La 抗体 64 158 D014 15
抗 ss-DNA 抗体（lgG） 64
抗 Tg 抗体（抗サイログロブリン抗体） 65 140 D014 9
抗 TPO 抗体（抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体） 65 142 D014 10
抗アクアポリン 4 抗体 66 1000 D014 45
抗アセチルコリンレセプター抗体（抗 AChR 抗体） 66 798 D014 43
抗アミノアシル tRNA 合成酵素抗体（抗 ARS 抗体） 65 190 D014 22
抗胃壁細胞抗体 66 一
抗インスリン抗体 50 110 D014 6
抗核抗体（ANA） 63 102 D014 5
抗ガラクトース欠損 IgG 抗体（CARF） 63 114 D014 7
抗カルジオリピン lgG 抗体 67 226 D014 28
抗カルジオリピン lgM 抗体 67 226 D014 28
抗カルジオリピンβ 2 グリコプロテインⅠ複合体抗体 67 223 D014 27
高感度 PSA 96 124 D009 9
抗筋特異的チロシンキナ一ゼ抗体（抗 MuSK 抗体） 66 1000 D014 45
抗血小板抗体 66 261 D011 8
抗甲状腺ペルオキシダーゼ抗体（抗 TPO 抗体） 65 142 D014 10
抗好中球細胞質抗体（PR3-ANCA） 67 259 D014 31
抗好中球細胞質抗体（MPO-ANCA） 67 258 D014 30
抗サイログロブリン抗体（抗 Tg 抗体） 65 140 D014 9
好酸球（鼻汁） 109 15 D005 3
好酸球数 101 17 D005 4
抗酸菌同定（質量分析） 114 361 D021
抗酸菌抗体定性（MAC 抗体） 68 116 D012 17
抗酸菌塗抹鏡検（蛍光法） 114 50 D017 1
抗酸菌塗抹鏡検（チールネルゼン染色法） 114 64 D017 3
抗酸菌分離培養検査（液体培地法） 114 300 D020 1
抗酸菌分離培養検査（それ以外のもの） 114 209 D020 2
抗酸菌薬剤感受性検査 114 400 D022
抗糸球体基底膜抗体（抗 GBM 抗体） 66 262 D014 32
抗シトルリン化ペプチド抗体（抗 CCP 抗体） 63 198 D014 24
甲状腺刺激抗体（TSAb） 44 340 D014 38
甲状腺刺激ホルモン（TSH） 43 101 D008 9
抗精子不動化抗体 67 一
抗セントロメア抗体 65 174 D014 19
好中球 bcr/abl（FlSH 法） 106 頁参照 D006-5 1
抗デスモグレイン 1 抗体 67 300 D014 37
抗デスモグレイン 3 抗体 67 270 D014 33
抗平滑筋抗体 66 一
抗ミトコンドリア M2 抗体 66 194 D014 21
抗ミトコンドリア抗体（AMA） 66 181 D014 20
抗ミュラー管ホルモン（AMH） 52 600 D008 52
抗利尿ホルモン（ADH） 43 230 D008 47
コクサッキーウイルス抗体価（半定量） 78・79 79 D012 11
骨型アルカリホスファターゼ（BAP） 44 161 D008 30
コハク酸シベンゾリン 38 特 B001 2
コプロポルフィリン（赤血球） 19 210 D007 50
コプロポルフィリン（尿） 19 135 D001 14
コリンエステラーゼ（ChE） 20 11 D007 1
コルチゾール 47 124 D008 15
コレステロール分画 23 57 D007 18

サ 頁 点数 保険区分

細菌塗抹鏡検 110 64 D017 3
細菌培養同定検査 110 頁参照 D018 1 〜 5
細菌培養（嫌気性） 110 122 D018 注 1
細菌薬剤感受性検査 110 頁参照 D019 1 〜 3
サイクリック AMP 55 175 D008 35
サイトケラチン 19 フラグメント（シフラ） 95 158 D009 17
サイトメガロウイルス（CMV）抗体価 73 206 D012 42
サイトメガロウイルス（CMV）抗体価（半定量） 73 79 D012 11
細胞診検査（その他） 123 190 N004 2
細胞診検査（婦人科） 123 150 N004 1
サイロキシン（T4） 44 108 D008 12

163 D014 17

163 D014 17
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サイロキシン結合グロブリン（TBG） 44 130 D008 17
サイログロブリン（Tg） 44 131 D008 18
サリチル酸（アスピリン） 40 特 B001 2（イ）

サルモネラ菌（目的菌） 111 一
三塩化酢酸（トリクロル酢酸） 36 一

シ 頁 点数 保険区分

ジアゼパム 39 特 B001 2（イ）

シアリル Lex-i 抗原（SLX） 95 144 D009 14
シアリル Tn 抗原（STN） 96 146 D009 15
シアル化糖鎖抗原（KL-6） 32 114 D007 28
子宮頸管粘液中顆粒球エラスターゼ 53 119 D004 8
シクロスポリン 40 特 B001 2（イ）

ジゴキシン 38 特 B001 2（イ）

シスタチン C 57 115 D007 30
ジソピラミド 38 特 B001 2（イ）

シフラ（サイトケラチン 19 フラグメント） 95 158 D009 17
脂肪酸 4 分画 24 405 D010 7
酒石酸抵抗性酸ホスファターゼ（TRACP-5b）45・97 156 D008 27
腫瘍壊死因子 - α（TNF- α） 90 一
真菌塗抹鏡検 116 61 D017 3
心筋トロポニン T（TnT） 56 112 D007 29
真菌培養同定検査 116 160 〜 215 D018 1 〜 5
神経特異エノラーゼ（NSE） 95 142 D009 12
心室筋ミオシン軽鎖Ⅰ 56 184 D007 45
浸透圧（尿） 25 16 D001 3
浸透圧（血清） 25 15 D005 3

ス 頁 点数 保険区分

膵 PLA2（膵ホスフォリパーゼ A2） 21 204 D007 49
膵アミラーゼ（P 型アミラーゼ） 22 48 D007 14
膵グルカゴン 50 150 D008 25
髄液一般検査 109 62 D004 4
髄液クロール 109 11 D007 1
髄液蛋白定量 109 11 D007 1
髄液糖定量 109 11 D007 1
水銀（Hg） 30 一
膵島細胞質抗体（ICA） 50 一
水痘・帯状ヘルペスウイルス（VZV）抗体価 82 206 D012 42
水痘・帯状ヘルペスウイルス（VZV）抗体価（半定量） 82 79 D012 11
水痘・帯状ヘルペスウイルス抗原（上皮細胞） 82 227 D012 48
スチリペントール 39 特 B001 2（イ）

スチレン代謝物 36 一

セ 頁 点数 保険区分

精液一般検査 109 70 D004 5
成長ホルモン（GH） 42 108 D008 13
赤痢菌（目的菌） 111 一
赤血球コプロポルフィリン 19 210 D007 50
赤血球数（RBC） 100 21 D005 5
セルロプラスミン（Cp） 58 90 D015 9
セロトニン（5-HT） 49 一
穿刺液一般検査 108 一
穿刺液蛋白定量 108 11 D007 1
穿刺液糖定量 108 11 D007 1
染色体検査（先天異常）（G バンド・C バンド・Q バンド） 106 頁参照 D006-5 2
染色体検査（血液疾患）（G バンド・Q バンド） 106 頁参照 D006-5 2
前立腺特異抗原（PSA） 96 124 D009 9

ソ 頁 点数 保険区分

総コレステロール（TCH） 23 17 D007 3

総三塩化物 36 一
総胆汁酸 24 47 D007 13
総蛋白（TP） 19 11 D007 1
総鉄結合能（TIBC）（比色法） 30 11 D007 1
総ビリルビン（T-Bil） 19 11 D007 1
総分岐鎖アミノ酸／チロシンモル比（BTR） 26 283 D010 5
組織ポリペプチド抗原（TPA） 95 110 D009 5
ゾニサミド 39 特 B001 2（イ）

ソマトメジン -C（lGF-Ⅰ） 42 212 D008 42

タ 頁 点数 保険区分

第Ⅱ因子活性（F2） 104 223 D006 30
第Ⅴ因子活性（F5） 104 223 D006 30
第Ⅶ因子活性（F7） 104 223 D006 30
第Ⅷ因子活性（F8） 104 223 D006 30
第Ⅷ因子様抗原（VWF 定量） 104 147 D006 21
第Ⅸ因子活性（F9） 104 223 D006 30
第Ⅹ因子活性（F10） 104 223 D006 30
第Ⅺ因子活性（F11） 104 223 D006 30
第Ⅻ因子活性（F12） 104 223 D006 30
第ⅩⅢ因子定量（F13） 104 223 D006 30
第Ⅷ因子インヒビター（F8 INH） 104 144 D006 20
第Ⅸ因子インヒビター（F9 INH） 104 144 D006 20
大腸菌 O-157（目的菌） 111 一
大腸菌血清型（目的菌） 111 175 D012 36
大腸菌ベロトキシン（ベロ毒素） 116 189 D023-2 3
タクロリムス 40 特 B001 2（イ）

多剤耐性アシネトバクター（目的菌） 111 一
多剤耐性緑膿菌（目的菌） 111 一
炭酸リチウム 40 特 B001 2（イ）

単純ヘルペスウイルス特異抗原 82 180 D012 37
単純ヘルペスウイルス（HSV）抗体価 82 206 D012 42
単純ヘルペスウイルス（HSV）抗体価（半定量） 82 79 D012 11
蛋白分画 19 18 D007 4

チ 頁 点数 保険区分

チアミン（ビタミン B1） 28 239 D007 53
チミジンキナ一ゼ活性（TK 活性） 97 233 D005 12
中性脂肪（TG） 23 11 D007 1
虫卵検出（集卵法）（糞便） 107 15 D003 1
虫卵検出（塗抹法）（糞便） 107 20 D003 2
直接クームス試験 62 34 D011 2（イ）

直接ビリルビン（D-Bil） 19 11 D007 1

ツ 頁 点数 保険区分

ツツガムシ抗体（カープ・カトー・ギリアム） 69 各 207 D012 43

テ 頁 点数 保険区分

低カルボキシル化オステオカルシン（ucOC） 45 154 D008 26
テイコプラニン 40 特 B001 2（イ）

デオキシピリジノリン（DPD） 45・97 191 D008 39
テオフィリン 38 特 B001 2（イ）

テストステロン 52 122 D008 14
鉄（Fe） 30 11 D007 1
デヒドロエピアンドロステロンサルフェート（DHEA-S） 48 169 D008 34

ト 頁 点数 保険区分

銅（Cu） 30 23 D007 5
トキソプラズマ抗体 lgG 68 93 D012 14
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トキソプラズマ抗体 lgM 68 95 D012 15
特異的 IgE 59 各 110 D015 13
特異的 IgE 鳥 59 873 D012 60
特殊染色（病理） 117 一
トコフェロール 29 一
トピラマート 38 特 B001 2（イ）

トブラマイシン 40 特 B001 2（イ）

トランスサイレチン（プレアルブミン） 57 104 D015 12
トランスフェリン（Tf） 56 60 D015 7
トリクロル酢酸（三塩化酢酸） 36 一
トリコモナス（培養） 111 170 D018 4
トリプシン 21 189 D007 47
トリメタジオン 39 特 B001 2（イ）

トリヨードサイロニン（T3） 44 99 D008 7
トロンビン・アンチトロンビン複合体（TAT） 103 176 D006 25
トロンボモジュリン 103 204 D006 28

ナ 頁 点数 保険区分

ナトリウム（Na） 25 11 D007 1
鉛（Pb） 30 一

ニ 頁 点数 保険区分

ニッケル（Ni） 31 一
ニトラゼパム 38 特 B001 2（イ）

日本脳炎ウイルス抗体価（半定量） 76 79 D012 11
乳酸 28 47 D007 13
乳酸脱水系酵素（LD） 20 11 D007 1
ニューモシスチスカリニ DNA 84 一
尿 HCG 定性 51 55 D008 1
尿一般定性 107 26 D000
尿酸（UA） 26 11 D007 1
尿酸クリアランス 35 一
尿浸透圧 25 16 D001 3
尿素呼気試験（ユービット） 71 70 D023-2 2
尿素窒素（UN） 26 11 D007 1
尿蛋白定量 107 7 D001 1
尿アルブミン定量 57 99 D001 8
尿中核マトリックスプロテイン 22（NMP22） 95 143 D009 13
尿中コプロポルフィリン 19 135 D001 14
尿中トランスフェリン 57 104 D001 9
尿中 L 型脂肪酸結合蛋白（L-FABP） 57 210 D001 19
尿中ミオグロビン定量 56 135 D007 36
尿中Ⅳ型コラーゲン 57 184 D001 15
尿中 FDP 102 72 D001 7
尿沈渣（鏡検法） 107 27 D002
尿沈渣染色加算 107 9 D002 注 3
尿糖定量（尿中グルコース） 107 9 D001 2
尿中免疫電気泳動（尿中 BJP 同定） 58 201 D015 22

ノ 頁 点数 保険区分

ノロウイルス RNA 同定（SRSV-RNA） 126 一
ノロウイルス抗原 76 150 D012 26

ハ 頁 点数 保険区分

肺炎球菌（目的菌） 111 一
肺サーファクタントプロテイン A（SP-A） 32 130 D007 35
肺サーファクタントプロテイン D（SP-D） 32 136 D007 37
梅毒 FTA-ABS（定性・半定量） 72 134 D012 21
梅毒 RPR（定性） 72 15 D012 1
梅毒 RPR（半定量） 72 34 D012 5
梅毒 TPHA（定性） 72 32 D012 4

梅毒 TPHA（半定量） 72 53 D012 6
白癬菌（目的菌） 111 一
破傷風抗体 70 一
バゾプレシン（ADH）（抗利尿ホルモン） 43 230 D008 47
白血球数（WBC） 100 21 D005 5
白血球像（白血球分類） 101 15 D005 3
バニリルマンデル酸（VMA） 49 90 D008 4
馬尿酸 36 一
ハプトグロビン 58 132 D015 14
パラインフルエンザウイルス抗体価（半定量） 75 79 D012 11
バルプロ酸ナトリウム 39 特 B001 2（イ）

ハロペリドール 40 特 B001 2（イ）

バンコマイシン 40 特 B001 2（イ）

ヒ 頁 点数 保険区分

ヒアルロン酸 28 179 D007 43
非結核性抗酸菌 MIC（ブロスミック NTM） 114 400 D022
鼻汁好酸球 109 15 D005 3
ビタミン A 28 一
ビタミン B1（チアミン） 28 239 D007 53
ビタミン B12 29 144 D007 38
ビタミン B2（リボフラビン） 28 242 D007 54
ビタミン B6 29 一
ビタミン C（アスコルビン酸） 29 305 D007 60
ビタミン D（1,25-（OH）2 ビタミン D） 29 388 D007 62
ビタミン D（25-OH ビタミン D） 29・45 117 D007 30
ビタミン E 29 一
ビタミン K 分画 29 一
非定型抗酸菌核酸同定（MAC） 115・125 421 D023 14
非特異的 IgE 59 100 D015 10
ヒトインターフェロンγ（IFN-γ） 90 一
ヒト絨毛性ゴナドトロピン定量（HCG 定量） 51 134 D008 21
ヒト心臓由来脂肪酸結合蛋白（H-FABP） 56 135 D007 36
ヒト心房性 Na 利尿ペプチド（hANP） 55 221 D008 46
ヒト精巣上体蛋白 4（HE4） 95 200 D009 25
ヒト脳性 Na 利尿ペプチド（BNP） 55 133 D008 20
ヒト脳性 Na 利尿ペプチド前駆体 N 端フラグメント（NT-proBNP） 55 136 D008 22
ヒトパピローマウイルス（HPV）DNA 同定 126 350 D023 10
ヒトパルボウイルス B19 抗体価 IgG 77 一
ヒトパルボウイルス B19 抗体価 IgM 77 206 D012 42
ヒトパルボウイルス B19DNA 126 一
ビブリオ（目的菌） 111 一
百日咳菌（目的菌） 111 一
百日咳菌核酸検出 69・126 360 D023 12
百日咳菌抗体 69 257 D012 51
百日咳菌抗体 IgA 69 80 D012 12
百日咳菌抗体 IgM 69 80 D012 12
病理組織標本作製（1 臓器につき） 117 860 N000
ピルジカイニド 38 特 B001 2（イ）

ピルビン酸 28 47 D007 13
ピルメノール 38 特 B001 2（イ）

フ 頁 点数 保険区分

フィブリノゲン 102 23 D006 4
フィブリンモノマー複合体定性 104 93 D006 12
フィラリア原虫 101 40 D005 7
風疹ウイルス抗体価 77 206 D012 42
風疹ウイルス抗体価（半定量） 77 79 D012 11
フェニトイン 39 特 B001 2（イ）

フェノバルビタール 38 特 B001 2（イ）

フェリチン 56 105 D007 25
フォン・ウィルブランド因子活性（リストセチンコファクター） 104 129 D006 16
フォン・ウィルブランド因子定量（第Ⅷ因子様抗原） 104 147 D006 21
不規則抗体 62 159 D011 4
副甲状腺ホルモン intact 46 165 D008 33
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副甲状腺ホルモン whole 46 165 D008 33
副甲状線ホルモン関連蛋白（PTHrP-intact） 46 189 D008 38
副腎皮質刺激ホルモン（ACTH） 43 189 D008 38
ブドウ球菌（目的菌） 111 一
不飽和鉄結合能（UlBC）（比色法） 30 11 D007 1
プラスミノゲン活性 102 100 D006 13
プラスミンインヒビター・プラスミン複合体（PlC） 103 154 D006 22
プラスミンインヒビター（アンチプラスミン活性） 102 128 D006 15
フリー PSA/ トータル PSA 比（PSA-F/T 比） 96 150 D009 16
プリミドン 39 特 B001 2（イ）

プレアルブミン（トランスサイレチン） 57 104 D015 12
フレカイニド 38 特 B001 2（イ）

プレグナンジオール 52 213 D008 43
プレグナントリオール 52 232 D008 48
プレセプシン 70 301 D007 59
プロカインアミド 38 特 B001 2（イ）

プロカルシトニン（PCT） 70 284 D007 58
プロゲステロン 52 147 D008 24
プロコラーゲン - Ⅲ - ペプチド（P- Ⅲ -P） 56 136 D007 37
プロジェステロンレセプター（病理） 117 690 N002 2
ブロスミック NTM（非結核性抗酸菌 MIC） 114 400 D022
プロテイン C 活性 103 234 D006 32
プロテイン C 抗原量 103 232 D006 31
プロテイン S 活性 103 163 D006 24
プロテイン S 抗原量 103 158 D006 23
プロトポルフィリン（赤血球） 19 272 D007 56
プロトポルフィリン（遊離型） 19 272 D007 56
プロトロンビン時間（PT） 102 18 D006 2
プロパフェノン 38 特 B001 2（イ）

プロプラノロール 38 一
ブロムペリドール 40 特 B001 2（イ）

プロラクチン（PRL） 43 98 D008 6

ヘ 頁 点数 保険区分

ぺニシリン耐性肺炎球菌（目的菌） 111 一
ペプシノゲンⅠ・Ⅱ 50 一
ベプリジル 38 特 B001 2（イ）

ヘマトクリット値（Ht） 100 21 D005 5
ヘモグロビン量 100 21 D005 5
ヘモグロビン A1c（HbA1c） 28 49 D005 9
ペランパネル 39 特 B001 2（イ）

ヘリコバクター同定 116 180 D018 2
ヘリコバクター・ピロリ関連検査 71 頁参照
ヘリコバクター・ピロリ抗原（便中） 71 142 D012 24
ヘリコバクター・ピロリ抗体（血中） 71 80 D012 12
ベロトキシン検出 116 189 D023-2 3
ベンスジョーンス蚤白（BJP）同定 58 201 D015 22
便中ヘモグロビン及びトランスフェリン定量 107 56 D003 8
便中ヘモグロビン定性 107 37 D003 5
便中ヘモグロビン定量 107 41 D003 7
便虫卵（集卵法） 107 15 D003 1
便虫卵（塗抹法） 107 20 D003 2
扁平上皮癌関連抗原（SCC 抗原） 95 104 D009 4

ホ 頁 点数 保険区分

ホスフォリパーゼ A2（PLA2） 21 204 D007 49
ホモバニリン酸（HVA） 49 69 D008 3
ボリコナゾール 40 特 B001 2（イ）

マ 頁 点数 保険区分

マイコプラズマ（目的菌） 111 一
マイコプラズマニューモニエ核酸同定 68・126 291 D023 6
マイコプラズマ抗体（マイコプラズマ・ニューモニエ抗体） 68 32 D012 4

マグネシウム（Mg） 25 11 D007 1
麻疹ウイルス抗体価 76 206 D012 42
末梢血好中球 bcr/abl（FlSH 法） 106 頁参照 D006-5 1
末梢血一般検査（WBC・RBC・Hb・Ht・Plt） 100 21 D005 5
マトリックスメタロプロティナ一ゼ -3（MMP-3） 63 116 D014 8
マルチアレルゲン→特異的 IgE 定量 59 各 110 D015 13
マンガン（Mn） 31 27 D007 8
マンデル酸 36 一
マラリア原虫 101 40 D005 7

ミ 頁 点数 保険区分

ミオグロビン 56 135 D007 36
ミトコンドリア AST（m-AST） 22 49 D007 15

ム 頁 点数 保険区分

無機リン（IP） 25 17 D007 3
ムンプスウイルス抗体価（半定量） 77 79 D012 11
ムンプスウイルス抗体価 77 206 D012 42

メ 頁 点数 保険区分

メキシレチン 38 特 B001 2（イ）

メソテリン（可溶性メソテリン関連蛋白） 98 220 D009 26
メタネフリン 2 分画 49 220 D008 45
メタノール（メチルアルコール） 32 一
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（目的菌） 111 一
メチル馬尿酸 36 一
メトトレキサート 40 特 B001 2（イ）

免疫グロブリン（lgG・lgA・lgM） 59 各 38 D015 4
免疫染色（免疫抗体法） 117 頁参照 N002 1 〜 8
免疫電気泳動（抗ヒト全血清） 58 170 D015 17
免疫電気泳動（特異抗血清） 58 218 D015 24
免疫電気泳動（尿中 BJP 同定） 58 201 D015 22

モ 頁 点数 保険区分

網状赤血球数（レチクロ） 100 12 D005 2

ヤ 頁 点数 保険区分

薬剤によるリンパ球刺激試験（D-LST） 93 頁参照 D016 7

ユ 頁 点数 保険区分

遊離型プロトポルフィリン 19 一
遊離コレステロ一ル 23 11 D007 1
遊離サイロキシン（FreeT4） 44 124 D008 15
遊離テストステロン 52 159 D008 29
遊離トリヨードサイロニン（FreeT3） 44 124 D008 15

ヨ 頁 点数 保険区分

溶連菌（目的菌） 111 一
葉酸 29 150 D007 41

ラ 頁 点数 保険区分

ラコサミド 39 特 B001 2（イ）

ラモトリギン 39 特 B001 2（イ）
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卵胞刺激ホルモン（FSH） 43 108 D008 13

リ 頁 点数 保険区分

リストセチンコファクター（フォン・ウィルブランド因子活性） 104 129 D006 16
リゾチーム 21 一
リドカイン 38 特 B001 2（イ）

リパーゼ 20 24 D007 6
リボフラビン（ビタミン B2） 28 242 D007 52
リポ蛋白（a）（Lp（a）） 24 107 D007 26
リポ蛋白分画 24 49 D007 15
リポ蛋白分画（HPLC 法） 24 129 D007 34
リポ蛋白リパーゼ（LPL） 20 219 D007 51
緑膿菌（目的菌） 111 一
淋菌（目的菌） 111 一
淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出（核酸同定検査） 125 270 D023 5
淋菌核酸同定検査 87・125 204 D023 3
リン脂質（PL） 23 15 D007 2
リンパ球幼若化試験（PHA・ConA） 93 345 D016 7
リンパ球刺激試験（D-LST） 93 頁参照 D016 7

ル 頁 点数 保険区分

ループスアンチコアグラント 103 273 D014 35
ルフィナミド 39 特 B001 2（イ）

レ 頁 点数 保険区分

レジオネラ菌（目的菌） 111 一
レチノール結合蛋白（RBP） 57 136 D015 15
レニン活性（PRA） 55 100 D008 8
レニン濃度（PRC） 55 105 D008 11
レベチラセタム 39 特 B001 2（イ）

レムナント様リポ蛋白コレステロール（RLP-C） 24 179 D007 43

ロ 頁 点数 保険区分

ロイシンアミノペプチターゼ（LAP） 20 11 D007 1
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CK（CPK）（クレアチンキナーゼ） 21 11 D007 1
CK-MB（CPK-MB） 22 90 D007 22
CK アイソザイム（CPK アイソザイム） 22 55 D007 17
CL（クロール） 25 11 D007 1
CMV（サイトメガロウイルス）抗体価 73 206 D012 42
CMV（サイトメガロウイルス）抗体価（半定量） 73 79 D012 11
Cp（セルロプラスミン） 58 90 D015 9
Cr（クロム） 31 一
CRE（クレアチニン） 26 11 D007 1
CRE（目的菌） 111 一
CRP 定量 68 16 D015 1
Cu（銅） 30 23 D007 5
C- ペプタイド（CPR） 50 111 D008 13

D 頁 点数 保険区分

D-Bil（直接ビリルビン） 19 11 D007 1
DHEA-S（デヒドロエピアンドロステロン硫酸抱合体） 48 169 D008 34
D-LST（薬剤によるリンパ球刺激試験） 93 頁参照 D016 7
DPD（デオキシピリジノリン） 45・97 191 D008 39
DUPAN-2 97 118 D009 7
D ダイマー 103 130 D006 17

E 頁 点数 保険区分

E2（エストラジオール） 52 172 D008 36
EB ウイルス（EBV）抗体価 73 206 D012 42
EB ウイルス（EBV）抗体価（半定量） 73 79 D012 11
EPO（エリスロポエチン） 55 209 D008 41
ESBLs（目的菌） 111 一

F 頁 点数 保険区分

FDP 定量（尿） 102 72 D001 7
FDP 定量 102 80 D006 11
Fe（鉄） 30 11 D007 1
FreeT3（遊離トリヨードサイロニン） 44 124 D008 15
FreeT4（遊離サイロキシン） 44 124 D008 15
FSH（卵胞刺激ホルモン） 43 108 D008 13
FTA-ABS（定性・半定量） 72 134 D012 21

G 頁 点数 保険区分

GA（グリコアルブミン） 28 55 D007 17
GH（成長ホルモン） 42 108 D008 13
GOT（AST） 20 17 D007 3
GPT（ALT） 20 17 D007 3

H 頁 点数 保険区分

HA-lgG 抗体 88 146 D013 8
HA-lgM 抗体 88 146 D013 8
h-ANP（ヒト心房性 Na 利尿ペプチド） 55 221 D008 46
Hb（ヘモグロビン量） 100 21 D005 5
HbA1c（ヘモグロビン A1c） 28 49 D005 9
HBc 抗体 88 133 D013 6
HBc-lgM 抗体 88 146 D013 8
HBcrAg（HBV コア関連抗原） 88 259 D013 12
HBe 抗原 88 101 D013 4
HBe 抗体 88 101 D013 4
HBs 抗原 88 88 D013 3
HBs 抗原（定性） 88 29 D013 1
HBs 抗体 88 88 D013 3
HBs 抗体（定性） 88 32 D013 2

A 頁 点数 保険区分

A 群溶連菌 111 一
A/G 比（アルブミン/ グロブリン比） 19 一
ABO 血液型 62 24 D011 1
ACA（抗セントロメア抗体） 65 174 D014 19
ACE（アンギオテンシンⅠ転換酵素） 21 140 D007 38
ACTH（副腎皮質刺激ホルモン） 43 189 D008 38
ADA（アデノシンデアミナ一ゼ） 21 32 D007 11
ADH（抗利尿ホルモン） 43 230 D008 47
AFP（α -フェトプロテイン） 95 101 D009 3
AFP レクチン分画比 95 190 D009 23
Al（アルミニウム） 31 112 D007 29
Alb（アルブミン） 19 11 D007 1
ALP（アルカリホスファターゼ） 20 11 D007 1
ALP アイソザイム 22 48 D007 14
ALP 染色 101 27 D005 6（注）

ALT（GPT） 20 17 D007 3
AMA（抗ミトコンドリア抗体） 66 181 D014 20
AMH（抗ミュラー管ホルモン） 52 600 D008 52
AMY（アミラーゼ） 20 11 D007 1
ANA（抗核抗体） 63 102 D014 5
ANP（ヒト心房性 Na 利尿ペプチド） 55 221 D008 46
APTT（活性化部分トロンボプラスチン時間） 102 29 D006 7
ASO（抗ストレプトリジン O） 68 15 D012 1
AST（GOT） 20 17 D007 3
AT 活性（アンチトロンビン活性） 102 70 D006 10
ATLA（HTLV-Ⅰ抗体）（CLIA 法） 84 163 D012 31
ATLA（HTLV-Ⅰ抗体）（ラインブロット法） 84 425 D012 56
ATLA（HTLV-Ⅰ抗体）（半定量） 84 85 D012 13
Au（金） 40 一
AVP（ADH）（抗利尿ホルモン） 43 230 D008 47

B 頁 点数 保険区分

BAP（骨型アルカリホスファターゼ） 44 161 D008 30
BCA225 96 158 D009 17
BFP（塩基性フェトプロテイン） 95 150 D009 16
BGP（オステオカルシン） 44 157 D008 28
BLNAR（目的菌） 111 一
BMG（β 2- マイクログロブリン） 57 101 D015 11
BNP（ヒト脳性 Na 利尿ペプチド） 55 133 D008 20
BTR（総分岐鎖アミノ酸／チロシンモル比） 26 283 D010 5
BUN → UN（尿素窒素） 26 11 D007 1
B 群溶連菌（目的菌） 111 一
B 細胞サブクラス（表面免疫グロブリン） 93 157 D016 1

C 頁 点数 保険区分

C- ペプチド（CPR） 50 108 D008 13
C1 インアクチベータ - 活性（C1-INH） 103 260 D015 25
C3 58 70 D015 8
C4 58 70 D015 8
Ca（カルシウム） 25 11 D007 1
CA125 96 140 D009 11
CA15-3 96 115 D009 6
CA19-9 97 124 D009 9
CA54/61 96 184 D009 22
CA602 96 190 D009 23
CA72-4 96 146 D009 15
CAP シングルアレルゲン→特異的 IgE 59 各 110 D015 13
CAP マルチアレルゲン→特異的 IgE 59 各 110 D015 13
Cd（カドミウム） 31 一
CEA（癌胎児性抗原） 95 99 D009 2
CH50（血清補体価） 58 38 D015 4
ChE（コリンエステラーゼ） 20 11 D007 1
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HBs 抗体（半定量） 88 32 D013 2
HBV 遺伝子型（HBV ジェノタイプ判定） 88 340 D013 14
HBV-DNA 定量 88・126 263 D023 4
HBV コア関連抗原（HBcrAg） 88 259 D013 12
HBV ジェノタイプ判定（HBV 遺伝子型） 88 340 D013 14
HCG- βサブユニット 51 132 D008 19
HCG 定性 51 55 D008 1
HCG 定量（ヒト絨毛性ゴナドトロピン定量） 51 134 D008 21
HCV-RNA 定量（HCV 核酸定量） 89・126 424 D023 15
HCV 群別（HCV グループピング） 89 227 D013 11
HCV コア抗原 89 105 D013 5
HCV 抗体 89 105 D013 5
HCV サブタイプ系統解析 89・126 一
HDL コレステロール 23 17 D007 3
HE4 95 200 D009 25
HER2/neu タンパク（病理） 117 690 N002 3
HEV-IgA 抗体 89 210 D013 10
H-FABP（心臓由来脂肪酸結合蛋白） 56 135 D007 36
Hg（水銀） 30 一
HGF（肝細胞増殖因子） 90 227 D007 52
HlT 抗体（血小板第 4 因子・ヘパリン複合体抗体） 66 390 D011 10
HIV-1 RNA 定量 84・126 520 D023 17
HlV-1、2 抗原・抗体 84 112 D012 16
HlV-1/2 抗体確認検査 84 660 D012 58
HLA タイピング A・B 92 一
HLA タイピング DR 92 一
HLA-DNA タイピング 92 一
HPV ジェノタイプ判定 126 2000 D023 22
HPV/B19-DNA（ヒトパルボウイルス B19DNA） 126 一
HPV-DNA 同定（中〜高リスク型） 126 350 D023 10
HPV-DNA 同定（低リスク型） 126 一
HSV（単純ヘルペスウイルス）抗体価 82 206 D012 42
HSV（単純ヘルペスウイルス）抗体価（半定量） 82 79 D012 11
Ht（ヘマトクリット値） 100 21 D005 5
HTLV-Ⅰ抗体（ATLA）（CLIA 法） 84 163 D012 31
HTLV-Ⅰ抗体（ATLA）（ラインブロット法） 84 425 D012 56
HTLV-Ⅰ抗体（ATLA）（半定量） 84 85 D012 13
HTLV-Ⅰ核酸同定 84・126 450 D023 16
HVA（ホモバニリン酸） 49 69 D008 3

I 頁 点数 保険区分

ICA-IgG（膵島細胞質抗体） 50 一
ICG（インドサイアニングリーン試験消失率） 33 150 D286
ICG（インドサイアニングリーン試験停滞率） 33 100 D289 2
IFN-γ（インターフェロンγ） 90 一
IgA（免疫グロブリン） 59 38 D015 4
IgA-HEV 抗体 89 210 D013 10
IgE →特異的 IgE 59 各 110 D015 13
IgE →非特異的 IgE 59 100 D015 10
IGF-Ⅰ（ソマトメジン -C） 42 212 D008 42
IgG（免疫グロブリン） 59 38 D015 4
IgG サブクラス IgG4 59 377 D014 39
IgG 型リウマトイド因子（IgG-RF） 63 193 D014 24
IgM（免疫グロブリン） 59 38 D015 4
IP（無機リン） 25 17 D007 3
IRl（インスリン） 50 103 D008 10

K 頁 点数 保険区分

K（カリウム） 25 11 D007 1
KL-6（シアル化糖鎖抗原 KL-6） 32 111 D007 28

L 頁 点数 保険区分

LAP（ロイシンアミノペプチダーゼ） 20 11 D007 1

LD（LDH）（乳酸デヒドロゲナ一ゼ） 20 11 D007 1
LDL コレステロール（直接法） 23 18 D007 4
LD アイソザイム（LDH アイソザイム） 22 48 D007 14
L-FABP（L 型脂肪酸結合蛋白）（尿） 57 210 D001 19
LH（黄体形成ホルモン） 43 108 D008 13
Lp（a）（リポ蛋白（a）） 24 107 D007 26
LPL（リポ蛋白リパーゼ） 20 219 D007 51
LST（リンパ球刺激試験） 93 頁参照 D016 7
L 型脂肪酸結合蛋白（L-FABP）（尿） 57 210 D001 19
L- ドーパ（L-DOPA） 40 一

M 頁 点数 保険区分

M2BPGi（Mac-2 結合蛋白糖鎖修飾異性体） 56 194 D007 48
Mac-2 結合蛋白糖鎖修飾異性体（M2BPGi） 56 194 D007 48
MAC 核酸検出（非定型抗酸菌核酸同定） 115・125 421 D023 14
MAC 抗体（抗酸菌抗体定性） 68 116 D012 17
m-AST（ミトコンドリア -AST） 22 49 D007 15
MAST36 →特異的 IgE 59 1430 D015 13
Mb（ミオグロビン） 56 135 D007 36
MDRA（目的菌） 111 一
MDRP（目的菌） 111 一
Mg（マグネシウム） 25 11 D007 1
MMP-3（マトリックスメタロプロテイナーゼ -3） 63 116 D014 8
Mn（マンガン） 31 27 D007 8
MPO-ANCA（抗好中球細胞質ミエロペルオキシダーゼ抗体） 67 258 D014 30
MRSA（目的菌） 111 一
MTB（結核菌核酸同定検査） 115・125 410 D023 13

N 頁 点数 保険区分

Na（ナトリウム） 25 11 D007 1
NAG（尿） 21 41 D001 5
NCC-ST-439 97 115 D009 6
NH3（アンモニア） 26 50 D007 16
Ni（ニッケル） 31 一
NK 細胞活性 93 一
NMP22（尿）（尿中核マトリックスプロテイン 22） 95 143 D009 13
NSE（神経特異エノラーゼ） 95 142 D009 12
NT-proBNP（ヒト脳性 Na 利尿ペプチド前駆体 N 端フラグメント） 55 136 D008 22
NTX（Ⅰ型コラーゲン架橋 N- テロペプチド） 45・97 156 D008 27
N-メチルホルムアミド 36 一

O 頁 点数 保険区分

OC（オステオカルシン）（BGP） 44 157 D008 28

P 頁 点数 保険区分

P1NP（Ⅰ型プロコラーゲン -N-プロペプチド） 44 164 D008 32
P- Ⅲ -P（プロコラーゲン - Ⅲ - ペプチド） 56 136 D007 37
PA-lgG（血小板関連 IgG） 66 193 D011 6
PAC（アルドステロン） 48 125 D008 16
Pb（鉛） 30 一
PCT（プロカルシトニン） 70 284 D007 58
PF4（血小板第 4 因子） 105 178 D006 26
PFD 試験（PABA 排泄率） 34 100 D289 1
PG（ペプシノゲンⅠ・Ⅱ） 50 一
PlC（プラスミン・プラスミンインヒビター複合体） 103 154 D006 22
PlVKA-Ⅱ定量 95 139 D009 10
PL（リン脂質） 23 15 D007 2
Plt（血小板数） 100 21 D005 5
PR3-ANCA（抗好中球細胞質プロテイナーゼ 3 抗体） 67 259 D014 31
PRA（レニン活性） 55 100 D008 8
PRC（レニン濃度） 55 105 D008 11
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PRL（プロラクチン） 43 98 D008 6
ProGRP（ガストリン放出ペプチド前駆体） 95 175 D009 21
PRSP（目的菌） 111 一
PSA（前立腺特異抗原） 96 124 D009 9
PSA-ACT 96 124 D009 9
PSA-F/T 比 96 150 D009 16
PT（プロトロンビン時間） 102 18 D006 2
PTH-intact 46 165 D008 33
PTHrP-intact 46 189 D008 38
P 型アミラーゼ（膵アミラーゼ） 22 48 D007 14

R 頁 点数 保険区分

RBC（赤血球数） 100 21 D005 5
RBP（レチノール結合蛋白） 57 136 D015 15
RF 定量 63 30 D014 2
Rh（D）血液型 62 24 D011 1
Rh-Hr 血液型 62 148 D011 3
RLP-C（レムナント様リポ蛋白コレステロール） 24 179 D007 43
RPR（梅毒血清反応）（定性） 72 15 D012 1
RPR（梅毒血清反応）（半定量） 72 34 D012 5
RS ウイルス抗体価（半定量） 75 79 D012 11

S 頁 点数 保険区分

SAA（血清アミロイド A 蛋白） 57 47 D015 6
SCC（扁平上皮癌関連抗原） 95 104 D009 4
slL-2R（可溶性インターロイキン -2 レセプター） 97 438 D009 30
Single-color 解析による細胞表面マーカー検査 93 190 D016 2
SLX（シアリル Lex-i 抗原） 95 144 D009 14
SMA（抗平滑筋抗体） 66 一
SPan-1 97 144 D009 14
SP-A（肺サーファクタントプロテイン -A） 32 130 D007 35
SP-D（肺サーファクタントプロテイン -D） 32 136 D007 37
SARS-CoV2 核酸検出 127 850 D023 16
SARS-CoV2 抗原定量検査 90 560 D012 53
SRSV-RNA（ノロウイルス RNA） 126 一
STN（シアリル Tn 抗原） 96 146 D009 15

T 頁 点数 保険区分

T3（トリヨードサイロニン） 44 99 D008 7
T4（サイロキシン） 44 108 D008 12
TARC 59 184 D015 19
TAT（トロンビン・アンチトロンビン複合体） 103 176 D006 25
TBG（サイロキシン結合グロブリン） 44 130 D008 17
T-Bil（総ビリルビン） 19 11 D007 1
TCH（総コレステロール） 23 17 D007 3
Tf（トランスフェリン） 56 60 D015 7
Tg（サイログロブリン） 44 131 D008 18
TG（中性脂肪） 23 11 D007 1
TlBC（総鉄結合能）（比色法） 30 11 D007 1
TK 活性（チミジンキナ一ゼ活性） 97 233 D005 12
TNF- α（腫瘍壊死因子 - α） 90 一
TnT（高感度心筋トロポニン T） 56 112 D007 29
total P1NP（Ⅰ型プロコラーゲン -N-プロペプチド） 44 164 D008 32
TP（総蛋白） 19 11 D007 1
TPA（組織ポリペプタイド抗原） 95 110 D009 5
TPHA（梅毒トレポネーマ抗体）（定性） 72 32 D012 4
TPHA（梅毒トレポネーマ抗体）（半定量） 72 53 D012 6
TRAb 定量（TSH レセプター抗体定量） 44 220 D014 26
TRACP-5b（酒石酸抵抗性酸ホスファターゼ）45・97 156 D008 27
TSAb（TSH 刺激性レセプター抗体） 44 340 D014 38
TSH（甲状腺刺激ホルモン） 43 101 D008 9
TSH 刺激性レセプター抗体（TSAb） 44 340 D014 38
TSH レセプター抗体定量（TRAb 定量） 44 220 D014 26

T-SPOT.TB（結核菌特異的インターフェロンーγ産生能） 114 594 D015 30
Two-color 解析による細胞表面マーカー検査 93 190 D016 2
T・B 細胞百分率 93 198 D016 3

U 頁 点数 保険区分

UA（尿酸） 26 11 D007 1
ucOC（低カルボキシル化オステオカルシン） 45 154 D008 26
UIBC（不飽和鉄結合能）（比色法） 30 11 D007 1
UN（尿素窒素） 26 11 D007 1

V 頁 点数 保険区分

View アレルギー 39 →特異的 IgE 59 1430 D015 13
VMA（バニリルマンデル酸） 49 90 D008 4
VZV（水痘・帯状ヘルペスウイルス）抗体価 82 206 D012 42
VZV（水痘・帯状ヘルペスウイルス）抗体価（半定量） 82 79 D012 11

W 頁 点数 保険区分

WBC（白血球数） 100 21 D005 5
whole-PTH 46 165 D008 33

Z 頁 点数 保険区分

Zn（亜鉛） 30 136 D007 37
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α 頁 点数 保険区分

α 1-アンチトリプシン（α 1-AT） 58 80 D006 11
α 1- マイクログロブリン（α 1-MG） 57 132 D015 14
α 2- マクログロブリン（α 2-MG） 58 138 D006 18
α -フェトプロテイン（AFP） 95 101 D009 3
α -フェトプロテインレクチン分画 95 190 D009 23
α 2 プラスミンインヒビター ･プラスミン複合体（PIC） 103 154 D006 22

β 頁 点数 保険区分

β 2- マイクログロブリン（BMG） 57 101 D015 11
β -D- グルカン（1 → 3） 70 201 D012 41
β - カロチン 29 一
β - トロンボグロブリン（β -TG） 105 176 D006 25
β - 溶血性連鎖球菌（目的菌） 111 一
βラクタマーゼ陰性アンピシリン耐性インフルエンザ菌（目的菌） 111 一

γ 頁 点数 保険区分

γ-GT（γ- グルタミルトランスペプチダーゼ） 20 11 D007 1
γ-Sm（γ- セミノプロテイン） 96 194 D009 24

δ 頁 点数 保険区分

δアミノレブリン酸（δ -ALA）（尿） 20 109 D001 11

数字 頁 点数 保険区分

（1 → 3）- β -D- グルカン 70 201 D012 41
1,25-（OH）2 ビタミン D 29 388 D007 62
1,5-AG（1,5 アンヒドロ -D- グルシトール） 28 80 D007 21
11-OHCS（11- ハイドロキシコルチコステロイド） 47 60 D008 2
11- ハイドロキシコルチコステロイド（11-OHCS） 47 60 D008 2
17-KS（17- ケトステロイド）7 分画 47 213 D008 43
17- ケトステロイド分画（17-KS7 分画） 47 213 D008 43
2,5- ヘキサンジオン 36 一
25-OH ビタミン D 29・45 117 D007 31
5-HIAA（5- ハイドロキシインドール酢酸） 49 95 D008 5
5-HT（セロトニン） 49 一
5- ハイドロキシインドール酢酸（5-HlAA） 49 95 D008 5
ⅠCTP（Ⅰ型コラーゲン -C- テロペプチド） 97 170 D009 20
Ⅰ型コラーゲン -C- テロペプチド（ⅠCTP） 97 170 D009 20
Ⅰ型コラーゲン架橋 N- テロペプチド（NTX） 45・97 156 D008 27
Ⅰ型プロコラーゲン -N-プロペプチド（P1NP） 44 164 D008 32
Ⅳ型コラーゲン（血清） 56 135 D007 36
Ⅳ型コラーゲン（尿） 57 184 D001 15
Ⅳ型コラーゲン・7S 56 148 D007 40

















生化学的検査

分 検 査
検 査 頂 目

検体屋 保存 採取 実施料 所要
検蚕方法 基 準 値 備 考

検査目的および異常
類 コ ー ド mL 条件 容器 判断料 日数 値を示す主な疾患名

生 00001 
総ビリルビン

血清0.3 冷蔵 A 畠 0.2~1.2 肝胆道疾患
体 (T-Bil) 

バナジン酸 mg/dl 肝細胞性黄疸
1~2 閉塞性黄疸

素 酸化法 溶血性黄疸
検 00002 

直接ビリルビン
血清0.3 冷薦 A 畠 0.0~0.4 新生児黄疸

(D-Bil) 
mg/dl 

＊ 肝硬変

00005 
総蛋白

血清0.3 冷蔵 A 畠 1~2 Biuret法 6.7~8.3 
血液疾患

(TP) 慢性感染症
g/dl ネフロー ゼ症候群

蛋
＊ 

肝硬変慢性肝炎
00006 

アルブミン
血清0.3 冷蔵 A 記 1~2 BCP改良法 3.8~5.3 ネフロー ゼ症候群

(Alb) 消化吸収障害
g/dl 

肝障害

白 00007 A/G比 血清0.3 冷蔵 A 1~2 計算法 1.20~2.30 
ネフロー ゼ症候群
高グロブリン血症
蛋白異常症

検 蛋白分画 Alb 60.2~71.4 
急性感染症

アルブミン :Alb a1 1.9~ 3.3 慢性肝疾患＊ セルロ ー ス
a1グロブリン：a1 ⑲ 

a2 5.7~ 9.7 膠原病
00009 血清0.3 冷蔵 A 1~2 アセテ ー ト膜 6 6.9~10.7 ネフロー ゼ症候群

査 mグロブリン：a2 生化I
電気泳動法 y 10.5~20.3 M蛋白血症

B グロブリン： B ％ 多発性骨髄腫

yグロブリン： y A/G比1.60~2.46

ポ

ル
02537 プロトポルフィリン 全血0.5 冷蔵 H4 5~11 HPLC法 遮光

272 11 g/dl RBC M 

生化I

遊離型
遮光

03349 全血1.4 冷蔵 H4 4~17 蛍光法
参
分
照
布表は37ペー ジ

リ
プロトポルフィリン 鉛中毒

µ g/dl RBC L 先天性ポルフィリン症

ン
肝疾患

血中 全血1.5 冷蔵 H4 
210 

6~11 HPLC法 遮光
白血病

02562 生化I 1以下

連 コプロ µ g/dl RBC M 

検
ポルフィリン 尿中

冷蔵
135 

HPLC法 遮光02563 
定置

尿3 D 
尿 糞便

6~12 170以下
査 µ g/g CRE M 

＊ 蛋白分画、 総蛋白及びアルブミン(BCP改良法．BCG法）を併せて測定した場合は、 主たるもの2つの所定点数を算定する。

生体色素／蛋白／膠質反応／ポルフィリン関連 19 
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内分泌学的検査

分 検 査
検 査 頂 目

検体量 保存 採取 実施料 所要
検査方法 基 準 値 備 考

検査目的および異常
類 コ ー ド mL 条件 容器 判断料 日数 値を示す主な疾患名

T3 
血清0.3 冷蔵 A 

99 
1~3 CLIA法 76~1ワワ

（トリヨ ー ドサイロニン） 生化I
ng/dl 

甲 01803 
T4 

血清0.3 冷蔵 A 
108 

1~3 CLIA法 4.83~11.21 （サイロキシン） 生化I

µ g/dl 甲状腺機能異常
バセドウ病

Free T3 

生
⑫

化I

橋本病

01806 （遊離トリヨ ー ド 血清0.3 冷蔵 A 1~2 CLIA法 2.13~4.0ワ
サイロニン） pg/ml 

腺 01807 
F「ee T4 

血清0.3 冷蔵 A 
生
怠

化l
1~2 CLIA法 0.95~1.74 

（遊離サイロキシン）
ng/dl 

TBG 

生
言

化I機 01808 （サイロキシン 血清0.3 冷蔵 A 3~6 CLEIA法 14.0~31.0 甲状腺機能異常
結合グロプリン） µ g/ml M 

サイログロプリン
生
回

化I

甲状腺炎

能 01809 
(Tg)

血清0.3 冷蔵 A 1~3 ECLIA法 33.70以下 甲状腺腺腫

ng/ml 
バセドウ病

TSH レセプタ ー リコンビナント ・

04116 抗体定璽 血清0.6 冷蔵 A 4~6 RRA法
1.0末満 ヒトTSH レセプタ ー

検 （チュ ーブ固相法）
(TRAb 定置） *1 IU/L を使用（第2世代） L

220 
2.0未満TSH レセプタ ー

免疫 抗 TRAbモノクロ ー

04699 抗体定匿 血清0.5 冷蔵 A 1~3 ECLIA法
昧治療バセドウ病診断の

ナ）レ抗体(M22)
バセドウ病

奎 至適カットオフ値として） 甲状腺機能九進症
(TRAb 定星） IU/L を使用（第3世代）

TSH 刺激性 *1
Bioassay法

03096 レセプタ ー 抗体 血清0.5 凍結 A 
340 4~6 ＋ 120以下免疫

(TSAb，甲状腺刺激抗体） 日A法 ％ L 

副
オステオカルシン

生
虐

化『

副甲状腺機能九進症甲 01924 血清0.3 凍結 A 3~6 FEIA法 8.3~32.7 

論
(BGP)(OC) 副甲状腺腺腫

ng/ml M 

得型アルカリ *4 男 3.7~20.9 癌の骨転移

03339 ホスファタ ー ゼ 血清0.5 凍結 A 畠
2~4 CLEIA法 女閉経前2.9~14.5 代謝性骨疾患

(BAP) 
閉経後3.8~22.6 腎性骨異栄養症

µ g/L L 副甲状腺機能尤進症
関 total Pl NP 男(3H3オ） 18.1~74.1 

昌
*4

04898 (I型プロコラ ーゲン —N- 血清0.4 冷蔵 A 
生
図
化『

2~3 ECLIA法 女（閉経前30~44オ）16.8へ、70.1 骨粗慇症
得経後45�79オ）26.4~98.2

査 プロペプチド） n g/ml 

*1 抗TSHレセプタ ー 抗体 (TRAb)及び甲状腺刺激抗体(TSAb)を同時に行った場合は、 いずれか一方のみ算定する。
*2続発性副甲状腺機能尤進症の手術適応の決定及び原発性又は続発性の副甲状腺機能尤進症による副甲状腺 （上皮小体）腺腫過形成手術後の治療効果判定に際して実施

した場合に限り算定できる。
*3 TRACP-Sb、 I型コラ ー ゲン架橋N-テロペプチド(NTx)、 オステオカルシン(OC)又はデオキシピリジノリン(DPD)（尿）を併せて実施した場合は、 いずれか一 つ

のみ算定する。
*4 骨型アルカリホスファタ ー ゼ(BAP)、 インタクトI型プロコラ ー ゲン＿N-プロペプチド(IntactPINP)、 I型プロコラ ー ゲン＿N-プロペプチド(PINP)及びALPアイソ

ザイム(PAG電気泳動法）のうち2項目以上を併せて実施した場合は、 主たるもののみ算定する。

44 甲状腺機能
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免疫血清学的検査

分 検 酉
検 査 頂 目

検体重 保存 採取 実施料 所要
検蚕方法

検酉目的および異常
類 コ ー ド mL 条件 容器 判断料 日数

基 準 値 備 考
値を示す主な疾患名

レチノ ー ル結合蛋白
男 2.7~6.0 甲状腺機能充進症

02549 血清0.3 冷蔵 A 136 3~4 LA法 ビタミンA欠乏症
(RBP) 免疫 女 1.9~4.6 肝疾患

mg/dl M 腎不全

プレアルブミン 104 22.0~40.0 栄養不良
02548 血清0.3 冷蔵 A 3~4 TIA法（トランスサイレチン） 免疫 慢性肝障害

mg/dl M 

03391 尿アルブミン定量 蓄尿 1 冷蔵 D 2.0~20.0 
*1 

99 1~2 丁IA法
mg/day 糖尿病性腎症

尿 糞便 腎炎

03390 尿アルブミン／cr比 尿 1 冷蔵 D 10.0以下

mg/g·CRE 

漿 尿中
*1 

104 04351 
トラ ンスフェリン 尿 1 冷薦 D 

尿 糞便
3~4 LA法 1.0以下

mg/g · CRE M 
糖尿病性腎症

*1 30歳代： 4.0以下

蛋 04052 尿中N型コラーゲン 尿 5 冷蔵 L8 184 4~10 EIA法 40歳以上：4.9以下 早朝一番尿を提出
尿 糞便 随時尿7.3以下 してください。

µg/g · CRE M 

L-FABP *2 慢性腎臓病（糸球体腎炎）

白
04698 （尿中L型脂肪酸 尿 1 凍結 D 210 3~4 LA法 8.4以下 薬剤性腎障害

結合蛋白）
尿 糞便 糖尿病性腎症

µg/g · Cr M 糖尿病

a1ーマイクログロブリン 132 
尿細管障害

01895 血清0.5 冷蔵 A 免疫 2~3 LA法 9.1~18.4 糸球体腎炎

検
(a1-MG) ネフロー ゼ症候群

mg/L M 肝機能障害

101 
01832 血清0.5 冷閾 A 免疫 0.9~1.9 多発性骨髄腫

酉
釦—マイクログロブリン mg/L 腎不全

l 

(BMG) 
2~3 LA法 糸球体腎炎

101 pH5.5~7.5を
ネフロー ゼ症候群

01833 尿 1 凍結 D 免疫 200以下 悪性腫瘍
確認して提出

µ.g/L 

*3 男 0.61~1.00 腎機能低下
04352 シスタチンC 血清0.3 冷蔵 A 115 2~3 LA法 腎不全

生化I 女 0.51~0.82
mg/L 

心不全
M 

皿清アミロイドA蛋白
*4 炎症性疾患47 03243 

(SAA) 
血清0.5 冷蔵 A 

免疫
3~4 LA法 8.0以下 膠原病

µg/ml M 悪性腫瘍

*1 アルブミン定量（尿）、トランスフェリン（尿）及びW型コラ ー ゲン（尿）は、糖尿病又は糖尿病性早期腎症患者であって微量アルブミン尿を疑うもの
（糖尿病性腎症第1期又は第2期のものに限る。）に対して行った場合に、3月に1回に限り算定できる。なお、これらを同時に行った場合は、主たるもののみ算定する。

*2 原則として3月に1回に限り算定する。ただし、医学的な必要性からそれ以上算定する場合においては、その詳細な理由を診療報酬明細書の摘要欄に記載する。
*3 尿素窒素又はクレアチニンにより腎機能低下が疑われた場合に、3月に1同に限り算定できる。ただし、ペントシジンを併せて実施した場合は、主たるもののみ算定す

る。
*4 血清アミロイドA蛋白(SAA)をC反応性蛋白(CRP)定性又はC反応性蛋白(CRP)と併せて測定した場合は、主たるもののみ算定する。

血漿蛋白 57 











免疫血清学的検査

/刀‘ 検 査
検蚕項目

検体量 保存 採取 実施料 所要

類 コ ー ド mL 条件 容器 判断料 日数
検査方法 基

*1 

血液型ABO式 全血2.0 冷蔵 B 
24 1~2 カラム凝集法

免疫

*1 

免 00332 血液型Rh(D) 式 全血2.0 冷蔵 B 
24 1~2 カラム凝集法

免疫

疫 *2 

02779 血液型Rh-Hr式 全血2.0 冷蔵 B 
148 3~4 カラム凝集法
免疫

血

液 00287 直接ク ー ムス 全血 1.0 室温 B 
34 

免疫

試験管法
子如

2~3 
*3 

00288 間接ク ー ムス
47 血清2.0 冷蔵 A 
免疫

検

血清5.0 冷蔵 A 
*4 カラム凝集法

酉
*5 

02783 不規則抗体 と ＇ 159 3~4 （ク
ームス法）

全血2.0 室温 B 免疫 酵素法

02784 血液型不適合妊娠 全血5.0 冷蔵 A2 3~4 D丁丁処理法

*1 輸血に伴って行った息者の血液型検査(ABO式及びRh式）の費用として54点を所定点数に加算する。
*2 同 一検体による検査の場合は因子の種類及び数にかかわらず所定点数を算定する。

検査目的および異常
準 値 備 考

値を示す主な疾患名

血液型判定
輸血前検査

全血のまま当日中に
出検

血液型判定

M 

陰性
全血のまま当日中に
出検

新生児溶血性疾患
輸血

採血後、血清分離し 自己免疫性溶血性貧血
陰性

血清を当日中に出検

（注 1)（ 一 ） 血液型不適合妊娠
（注2) 輸血副作用

（注3)
血液型不適合妊娠
胎児性新生児溶血性疾患

L 

*3 輸血に伴って、血液交叉試験、間接ク ー ムス検壺又は コ ンピュ ー タクロスマッチを行った場合は、血液交叉試験加算、間接ク ー ムス検査加算又は コ ンピュ ー タクロス
マッチ加算として、1回につき30点、47点又は30点をそれぞれ加算する。ただし、 コ ンピュ ー タクロスマッチを行った場合は、血液交叉試験加算及び間接ク ー ムス検査
加算は算定できない。

*4 不規則抗体検査の費用として検壺回数にかかわらず1月につき197点を所定点数に加算する。ただし、頻回に輸血を行う場合にあっては、1週間に1回に限り、197点を
所定点数に加算する。

*5 輸血歴又は妊娠歴のある患者に対し、胸部手術、心 ・ 脈管手術、腹部手術又は子宮全摘術、子宮悪性腫瘍手術、子宮附属器悪性腫瘍手術（両側）、帝王切開術若しく
は異所性妊娠手術が行われた場合に、手術の当Hに算定する。また、手術に際して輸血が行われた場合は、本検査又は輸血料に定める不規則抗体検査加算のいずれかを
算定する。この場合、診療報酬明細書の摘要欄に輸血歴がある患者又は妊娠歴がある患者のいずれかに該当するかを記載する。

（注l)下記の事項をご連絡ください。
①輸血歴の有無および輸血予定時期
②年齢（とくに1オ未満）
③疾病歴を記入

（注2)下記の事項にご注意ください。
①血清と血液をペアで提出
②血消については、採血後すみやかに分離
③A,B容器ともに単独依頼

（注3)下記の事項をご連絡ください。
子供及び夫のABO式血液型

62 
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免疫血清学的検査

/刀‘ 検 査
検 蚕 項 目

類 コ ー ド

01887 抗DNA抗体

自
lgG 02869 

己 抗ds-DNA抗体

02862 lgM 

免

疫
02870 抗ss-DNA抗体lgG

関 03066 抗RNP抗体

連
03067 抗Sm抗体

03168 抗SS-A/Ro抗体
査

03169 抗SS-B/La抗体

64 
I 自己免疫関連

検体量

mL 

血清0.3

血清0.4

血清0.3

血清0.4

血清0.4

血清0.4

血清0.4

血清0.4

保存 採取 実施料

条件 容器 判断料

冷蔵 A 
163 
免疫

冷蔵 A 
免疫

冷蔵 A 

冷蔵 A 
免疫

冷蔵 A 回
免疫

冷蔵 A 冒

冷蔵 A 回
免疫

冷蔵 A 二

所要
検査方法 基 準 値 備 考

検査目的および異常

日数 値を示す主な疾患名

3~4 
RIA 6以下

硫安塩析法
IU/ml M 

3~4 CLEIA法 12.0以下
SLE 

IU/ml M オ ー バ ー ラップ症候群

関節リウマチ

3~9 日A法 6未満 混合性結合組織病

U/ml M 

3~4 CLEIA法 25.0以下

AU/ml M 

3~4 CLEIA法 10.0未満
SLE 

混合性結合組織病

U/ml M 

SLE 

3~4 CLEIA法 10.0未満 シェ ー グレン症候群

混合性結合組織病
U/ml M 

3~4 CLEIA法 10.0末満
SLE 

シェ ー グレン症候群

U/ml M 

3~4 CLEIA法 10.0未満 シェ ー グレン症候群

U/ml M 

163 

163 





























































































微生物学的検査

/刀‘ 検 査
検 酉 項 目 検酉材料

保存 採取 実施料 所要
検査方法 備 考

類 コ ー ド 条件 容器 判断料 日数

*1 

21076 塗抹鏡検
各種材料

冷蔵
各種 64 1~2 グラム染色法など

（便·皿液除く） 容器 微生物

(1) 喀痰 J1 *2 

21070 口腔、 気道・ 咽頭分泌物 冷蔵 J6 170 3~6 
匿微生物

呼吸器系材料 など など
ニ類および竺類感染症菌が

胃液 J1 *2 検出された場合は直ちに報告(2)
担汁 J2 190 

21070 消化器系材料 糞便
冷罵 K 微生物 3~6 

（注） D 
吐物 など など

（注）

般 (3)
血液 室温 J *2 糞便：糞便材料については赤痢菌、

21070 血液または
髄液

まtiば D 
220 

3~10 サルモネラ菌、 ビブリオの検索を
穿刺液 微生物

培養同定 穿刺液 など 冷醗 など 実施します。 他の腸管病原菌につ
いては目的菌をご指示願います。

検査
(4) 尿 D *2 Bergey's Manual 

細 21070 泌尿． 婦人科分泌物 冷閾 J1 
180 3~6 

尿道分泌物 微生物
生殖器系材料 など など などに基づく同定法

(5) 
醤贋虜

D *2 

21070 その他の材料 冷蔵 J1 
170 3~6 

菌 微生物

など
など

(6) 
*2 

各種 60 
21075 簡易培養 各種材料 冷蔵

容吾 微生物 3~4 

検

膿·血液 J1 *2 

21105 嫌気性培養 など 冷蔵 J3 122 
3~10 微生物

酉
各種材料 など

*3 

1 菌種 180 
判定基準微生物

*4 *3 s: 感受性(Susceptible)
薬剤感受性検査 2菌種 分離菌 230 3~6 ディスク法

微生物 I :中 間(Intermediate)

3菌種
*3 R:耐 性(Resistant)

290 
以上 微生物

＊］ 尿、 糞便、 喀痰、 穿刺液、 胃液、 十二指腸液、 胆汁、 膿、 眼分泌液、 鼻腔液、 咽喉液、 口腔液、 その他の滲出物等について細菌、 原虫等の検査を行った場合に該当す
る。なお、 染色の有無及び方法の如何にかかわらず、 また、 これら各種の方法を2以上用いた場合であっても、 1 回として算定する。ただし、 当該検査と尿沈造（鏡検
法）又は尿沈演（フロー サイトメトリー法）を同一 日に併せて算定する場合は、 当該検査に用いた検体の種類を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。
症状等から同一起因菌によると判断される場合であって、 当該起因菌を検索する目的で異なる複数の部位又は同一部位の複数の箇所から検体を採取した場合は、 主た
る部位又は1 箇所のみの所定点数を算定する。

*2 細菌培養同定検査
①抗酸菌を除く 一般細菌、 真菌、 原虫等を対象として培養を行い、 同定検査を行うことを原則とする。なお、 同定検査を予定して培養したものであれば、 菌が陰性の場

合であっても（!)から（5)までの項により算定するが、あらかじめ培養により菌の有無のみを検索する場合は、検体の種類に関わらず(6)の簡易培養により算定する。
また、 検体ごとに(1)から（5)までの所定点数を算定できるが、 同一検体を用いて簡易培養検在を併せて行った場合は、(6)の簡易培養は算定できない。

②症状等から同一起因菌によると判断される場合であって、 当該起因菌を検索する目的で異なった部位から、 又は同一部位の数か所から検体を採取した場合は、 主たる
部位又は 1 か所のみの所定点数を算定する。ただし、 血液を2か所 以上から採取した場合に限り、 血液又は穿刺液を2回算定できる。この場合、 嫌気性培養の加算は2
回算定できる。なお、 各検体別の所定点数には、 定量培養を行った場合を含む。穿刺液とは、 胸水、 腹7K、 髄液及び関節液をいい、「その他の部位からの検体」とは、

（］）から（4)までに揚げる部位に含まれない全ての部位からの検体をいい、 例えば、 皮下からの検体をいう。
③簡易培養は、Dip-Slide法、 簡易培地等を用いて簡単な培養を行うものである。なお、 ウロトレ ー ス、 ウリグロックスペ ー パ ー 等の尿中細菌検査用試験紙による検査は、

尿中一般物質定性半定量検査に含まれるものであり、 別に算定できない。
④同一検体について一般培養と併せて嫌気性培養を行った場合は、 嫌気性培養加算として 122 点を所定点数に加算する。ただし、 嫌気性培養のみを行った場合は、(!)

から（6)の所定点数のみ算定し、 加算は算定できない。
*3 結果として菌が検出できず実施できなかった場合においては算定しない。
* 4  薬剤耐性菌検出は、 基質特異性拡張型f3ーラクタマ ー ゼ産生、 メタロf3―ラクタマ ー ゼ産生、AmpC産生等の薬剤耐性因子の有無の確認を行った場合に、 薬剤耐性菌検

出 50点を算定する。

11 a I 一般細菌
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検　査　項　目 抗　原　分　布 臨　床　的　意　義
上皮系マーカー

Cytokeratin 5/6 CK5（58kDa）は重層上皮、移行上皮、混合腺、中皮細胞、
CK6（56kDa）は増殖期の扁平上皮細胞に発現

低分化型扁平上皮癌と腺癌、上皮型中皮腫と肺腺癌の鑑
別

Cytokeratin 7 腺細胞を含む多様な上皮細胞と反応、重層扁平上皮、肝
細胞、大腸上皮は陰性

扁平上皮癌、肝細胞癌、腎癌、前立腺癌、大腸癌などで陰性、
CK7/CK20 の染色特性による腫瘍細胞の鑑別

Cytokeratin 20 腸管上皮、消化管小窩上皮、幽門腺に存在する内分泌細胞、
尿管上皮、皮膚のメルケル細胞と反応

結腸・直腸癌では高発現（胃癌では低い）、膵癌・胆道系癌・
粘液性卵巣腫瘍・移行上皮癌・皮膚メルケル細胞腫で発現

Cytokeratin AE1+AE3 AE1 は酸性サイトケラチン、AE3 は塩基性サイトケラチン
を認識 汎上皮性マーカー

Cytokeratin CAM5.2 低分子量サイトケラチン、主として CK8 を認識、扁平上皮
以外の上皮細胞 上皮性腫瘍の同定、扁平上皮癌は陰性

Cytokeratin HMW（34 β E12） CK1/5/10/14 を認識、扁平上皮、腺上皮などと反応 前立腺・乳腺における良悪性の判定

CDX2 十二指腸から直腸にわたる腸上皮の核に発現 カルチノイドを含む消化管原発腫瘍およびその転移巣の同
定（卵巣癌・膀胱癌・膵癌にも陽性例あり）

E-Cadherin カルシウムに制御された上皮細胞の細胞接着や極性の維
持、腺管の分化、重層化など正常な組織構築に関与

腫瘍では発現抑制が認められ、癌の進行度・浸潤・転移能
との相関あり、また、乳腺における乳管癌と小葉癌の鑑別

Epithelial Membrane Antigen 
（EMA）

上皮膜抗原（EMA）、癌、中皮腫、滑膜および類上皮肉腫
の大部分と反応 上皮性腫瘍の鑑別

Hepatocyte 認識される抗原ははっきりしていないが、正常ヒト肝細胞
に存在し、多くの肝細胞癌に発現

肝細胞および肝細胞癌の同定、胆管、肝実質細胞以外は
陰性

Napsin-A
Ⅱ型肺胞上皮細胞、肺胞マクロファージ、終末および呼吸
細気管支の上皮、形質細胞、正常腎の尿細管上皮細胞に
発現

肺原発腺癌の 90% に陽性

間葉系マーカー
α -Smooth Muscle Actin 

（α -SMA）
平滑筋線維に存在する Alpha-Smooth Muscle Actin と特
異的に反応 平滑筋線維由来の腫瘍の検索

Calretinin 正常および反応性中皮、皮膚のエクリン腺、精巣のセルト
リ細胞、卵巣間質細胞、副腎皮質細胞で発現 中皮腫の同定補助、中皮腫と腺癌の鑑別

D2-40（Lymphatic Endothelial 
Marker）

リンパ管内皮細胞
血管内皮細胞のマーカーとの組み合わせにより、悪性腫瘍
におけるリンパ管侵襲と血管侵襲との鑑別、中皮腫のマー
カーとしても用いられる

Desmin 筋細胞内の中間径フィラメント蛋白 Desmin（53kDa）の
ロッド（18kDa）と反応

横紋筋細胞（骨格筋および心筋）と平滑筋細胞に反応する
筋原性マーカー

S-100 Protein ヒト S100 αおよびβに強く反応、脳内グリア細胞、上衣
細胞を認識、末梢神経系シュワン細胞陽性

ヒト中枢・末梢神経系腫瘍の鑑別、および悪性黒色腫の鑑
別

Vimentin 中間径フィラメントの 1 つ 線維芽細胞、血管内皮細胞、平滑筋細胞などの間葉細胞
およびリンパ球に発現

組織マーカー：神経・神経内分泌系

Chromogranin A （CGA） 内分泌細胞や神経細胞に広く存在する分泌顆粒（クロム親
和性顆粒）に認められるタンパク 神経内分泌腫瘍の一般的なマーカー

Glial Fibrillary Acidic Protein 
（GFAP）

中間径フィラメント蛋白で、星状膠細胞や上衣細胞といった
グリア細胞に発現 星状膠細胞腫、上衣細胞腫に発現

Synaptophysin
神経筋接合部、脳、脊髄、網膜のニューロンにある前シナ
プス小胞および副腎髄質にある同様の小胞で産生される膜
内在性糖蛋白

神経ないし神経内分泌腫瘍に特異性の高いマーカー

血液・リンパ球系（CD 以外）

bcl-2 bcl-2 遺伝子産物と反応、bcl-2 遺伝子産物はミトコンド
リア内に存在しアポトーシスの抑制に関与 反応性のリンパ濾胞と濾胞性リンパ腫の鑑別

bcl-6 706 アミノ酸核ジンクフィンガータンパク質をコードする
転写調節遺伝子で、リンパ濾胞の胚中心細胞陽性

濾 胞 性リンパ 腫、びまん 性 大細 胞 型 B 細 胞リンパ 腫、
バーキットリンパ腫、結節性リンパ球優位型ホジキン病の
Reed-Sternberg 細胞に陽性

Glycophorin A 赤芽球、赤血球 赤芽球系の検出

IgA （α Heavy Chains） ヒト免疫グロブリン A（IgA）の H 鎖と特異的に反応 正常および腫瘍性形質細胞の IgA を検出

IgG （γ Heavy Chains） 免疫グロブリン G（IgG）サブクラスのヒト IgG の H 鎖と
特異的に反応

形質細胞、IgG を含むリンパ系細胞、B 細胞由来に分類さ
れる腫瘍の同定



検　査　項　目 抗　原　分　布 臨　床　的　意　義

IgG4 （γ Heavy Chains） ヒト免疫グロブリン G4（IgG4）の H 鎖と特異的に反応 IgG4 関連疾患では IgG4 陽性形質細胞の多数の浸潤がみ
られ、各臓器炎・各腫瘍と IgG4 関連疾患との区別に有用

IgM （μ Heavy Chains） ヒト免疫グロブリン M（IgM）の H 鎖と特異的に反応 正常および腫瘍性形質細胞の IgM を検出

Kappa Light Chains （κ） 免疫グロブリンの L 鎖はκ鎖とλ鎖に分類、L 鎖κと特異
的に反応

λとの組み合わせによるクローナリティの解析はリンパ腫の
指標となる

Lambda Light Chains（λ） 免疫グロブリンの L 鎖はκ鎖とλ鎖に分類、L 鎖λと特異
的に反応 κの項を参照

MUM1 Protein
MUM1（Multiple Myeloma Oncogene 1）遺伝子は多発
性骨髄腫に関与する遺伝子として同定、MUM1 タンパクは
胚中心細胞から形質芽細胞の段階で発現

びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫に強く発現

Myeloperoxidase （MPO） 好中球、単球、骨髄顆粒球の前駆細胞と反応 顆粒球系マーカー

PAX5 ヒト B リンパ球に存在するエピトープに反応 B リンパ球系統の正常および腫瘍性細胞の同定を補助

Plasma Cell （VS38c） 形質細胞の細胞内にある分子量 64kDa の抗原を認識 骨髄腫、形質細胞性腫瘍の鑑別

ホルモン関連物質
Androgen Receptor （AR） 前立腺などの核 アンドロゲン受容体陽性の同定

Chor ion ic  Gonadotrop in 
（hCG）

ヒト絨毛性ゴナドトロピンβサブユニット（HCG- β）と反
応、正常ヒト胎盤の合胞体栄養細胞中にみられる 絨毛癌、胎児性癌

Estrogen Receptor （ER） エストロゲン受容体 乳癌患者の予後の予測およびホルモン療法適応の判断基
準

Progesterone Receptor 
（PgR） プロゲステロン受容体 乳癌患者の予後の予測およびホルモン療法適応の判断基

準

Thyroid Transcription 
Factor-1 （TTF-1）

甲状腺、肺および脳に特異的に発現している転写因子で、
肺胞上皮や甲状腺濾胞上皮の核に反応

肺腺癌、肺小細胞癌、甲状腺濾胞上皮由来の腫瘍に反応、
中皮腫では陰性であるため肺腺癌との鑑別に有用

細胞周期、腫瘍マーカー

α -Fetoprotein （AFP）
ヒトα -フェトプロテイン（AFP）と特異的に反応、AFP は
ヒトの胎児の卵黄嚢、胎児肝および腸管の細胞で生成され
る糖タンパク質

生殖腺や生殖腺外の胚細胞腫組織、および肝細胞癌の組
織、AFP 産生胃癌などで陽性

AMACR（P504S） 胆汁酸生合成や分岐鎖脂肪酸のβ酸化に関与するAMACR
（α -methylacy-CoA racemase）を認識

前立腺癌や高度 PIN には高率に発現、基底細胞染色用マー
カーとの組み合わせにより前立腺癌の鑑別に有用

CA19-9
シアリル化したルイス A（Lewisa）5 単糖で、乳腺、腎臓、
唾液腺、汗腺の導管、肺の気管支上皮、大腸の管腔上皮、
前立腺の導管上皮に反応

胃・大腸癌および膵癌の診断とフォローアップ

Carcinoembryonic Antigen 
（CEA）

ヒト大腸、肺、乳房、胃、膵臓などの悪性腫瘍組織中の
180kDa の癌胎児性抗原（CEA）と反応 中皮腫と腺癌の鑑別

Cyclin D1 ヒトサイクリン D1（PRAD-1 またはｂｃｌ-1）に反応、細
胞周期に関与する核内タンパク

マントル細胞リンパ腫、乳癌を含むヒトの悪性腫瘍におい
てサイクリン D1 が過剰発現

Gross Cystic Disease Fluid 
Protein-15 （BRST-2）

分子量 15kDa の単量体蛋白質で、乳腺嚢胞液、アポクリ
ン上皮、涙腺などに発現 アポクリン上皮、乳癌（乳管上皮）の特異的マーカー

HER2/neu HER2 遺伝子はチロシンキナーゼ活性を持つ受容体の膜貫
通型タンパクをコード、細胞増殖・分化に関与

乳 癌・胃 癌 における HER2 タンパク（c-erbB-2 または
HER2/neu タンパク）の過剰発現の検出は、ハーセプチン
投与の適応の判断基準

Ki-67 （MIB-1） 細胞周期の G1、S、G2、M 期全般にわたって発現する核
タンパク

腫瘍の増殖能の評価、濾胞性リンパ腫と反応性濾胞の鑑
別、バーキットリンパ腫とびまん性大細胞型リンパ腫との
鑑別

p16 サイクリン依存性キナーゼインヒビターの 1 つで細胞周期
の中心的な役割を果たす癌抑制遺伝子（p16）蛋白

p16 タンパク過剰発現は、ハイリスク型 HPV の継続的な
感染により引き起こされる発癌性形質転換に関係、子宮頸
部病変の鑑別に有用

p40 ヒト p63 遺伝子産物には TAp63 と p40 の 2 つのアイソ
フォームが存在し、そのうち p40 と特異的に反応

扁平上皮癌の代表的なマーカーである p63 よりも特異性
が高い

p53（DO7） 癌抑制遺伝子 p53 の遺伝子産物、野生型と変異型のヒト
p53 protein を認識 良悪性の判断の補助、正常細胞では陰性

p63 前立腺基底細胞、乳管筋上皮細胞、重層扁平上皮や尿路
上皮等多くの上皮細胞の基底細胞の核に反応 基底細胞・筋上皮のマーカー

Prostate Specific Antigen 
（PSA）

前立腺腺管 転移した前立腺癌の原発巣の検索

Uroplakin Ⅲ 尿路上皮系を形成する移行上皮のアンブレラ細胞の形成に
関与し、尿路上皮の分化に対する特異的マーカー 正常では細胞表面に強い陽性反応

Wilms' Tumor 1 （WT-1）
Wilms' Tumor 1 Protein（WT1）は癌抑制遺伝子として
作用する転写因子であり、WT1 遺伝子の欠失または点突
然変異が腫瘍の発生に関与

Wilms' 腫瘍、悪性中皮腫他、多くの腫瘍に反応



検　査　項　目 抗　原　分　布 臨　床　的　意　義
病原体

Cytomegalovirus （CMV） 2 つのクローン CCH2 と DDG9 を混合 感染初期 / 早期の Cytomegalovirus の検索

Epstein-Barr Virus （EBV）
Latent membrane protein（LMP-1）は EBV の BNLF1
遺伝子がコードする蛋白質、4 種類のモノクローナル抗体

（clone CS1、CS2、CS3、CS4）のカクテル

膜蛋白質 LMP-1 に反応、EBV に感染した細胞の一部に陽
性

白血球分化抗原
CD1a 樹状細胞と胸腺皮質細胞に発現 ランゲルハンス細胞と指状突起細胞の同定、胸腺腫の診断

CD3 正常および腫瘍性の T 細胞に発現 T 細胞を認識する汎 T 細胞マーカー

CD4 MHC クラスⅡによる抗原提示を認識するヘルパー・イン
デューサーT 細胞に存在

T 細胞性リンパ腫の組織型分類や正常組織内のヘルパー・
インデューサーT 細胞サブセットの鑑別

CD5 95％以上のヒトT 細胞表面に発現、正常 B 細胞の一部に
も発現

T 細胞性リンパ腫の診断、B 細胞性リンパ腫の分類（小リ
ンパ球性リンパ腫、マントル細胞リンパ腫）

CD8 細胞傷害性サプレッサーT 細胞、一部の NK 細胞に反応 T 細胞性リンパ腫の診断の補助

CD10
common 急性リンパ性白血病抗原と特異的に反応、胚中
心 B 細胞・成人骨髄中の未熟な B 細胞・乳腺筋上皮細胞・
消化管上皮細胞などにも発現

濾胞性リンパ腫、バーキットリンパ腫、リンパ芽球性リンパ
腫、腎細胞癌、内膜症、胆管癌

CD20 （L26） B 細胞に反応、形質細胞まで分化すると陰性 B 細胞性リンパ腫、ただしリツキサン使用後は発現が減弱

CD21 補体 C3d 受容体として機能、EBV の受容体として作用、
成熟 B 細胞・濾胞樹状細胞に存在 B 細胞性の白血病やリンパ腫の鑑別

CD30 （Ki-1） 活性化 B 細胞および活性化 T 細胞に発現 古 典 的 ホ ジ キ ン リ ン パ 腫 の ホ ジ キ ン 細 胞・Reed-
Sternberg 細胞および未分化大細胞型リンパ腫などに発現

CD31 （Endothelial Cell ） 血管内皮細胞に存在する糖タンパクと血小板に存在するタ
ンパクを認識

血管内皮マーカー、血管内皮細胞由来の良性および悪性腫
瘍の検索

CD34 （Endothelial Cell ） ヒトリンパ系および骨髄系前駆細胞に選択的に発現、血管
内皮・ある種の間葉系細胞にも発現

血管内皮細胞の同定、間葉系腫瘍、急性白血病の骨髄で
の芽球の評価

CD42b 血小板、巨核球に発現 巨核球の同定

CD45 （LCA） 白血球共通抗原 白血球起源の腫瘍と、癌・肉腫のような非造血系腫瘍との
鑑別

CD56 （N-CAM） NK 細胞および活性化 T リンパ球のサブセット、神経細胞、
Schwann 細胞に発現 NK 細胞性リンパ腫、小細胞癌、神経内分泌性腫瘍の同定

CD68 （KP-1） マクロファージ、単球、骨髄系前駆細胞、顆粒球、クッパ
―細胞 マクロファージの同定

CD79 α B 細胞の成熟過程の初期である前 B 細胞から細胞質内成
分としてみられる形質細胞に至るまで広く発現 汎 B 細胞マーカー

CD117 （c-kit） カハールの介在細胞に発現 消化管間質性腫瘍（GIST）のマーカー

その他
Amyloid A AA 型アミロイド沈着物と反応 AA 型アミロイドーシスの同定

HMB45 （Melanosome） ヒトの悪性黒色腫の細胞質内抗原と特異的に反応、メラニ
ン形成細胞へと分化傾向を示す腫瘍とも反応 転移性および無色素性悪性黒色腫の検索

Melan A ヒトのメラノーマの 90% 以上で細胞質に均一に陽性反応を
示し、成人メラノサイトにも反応 悪性黒色腫の補助的な診断

Muc-1 Glycoprotein 
ムチンは上皮組織表面を覆う粘液の主成分を構成し上皮間
で発現が異なり、MUC1 は乳腺・膵臓に存在する膜結合
型ムチン

「乳腺型」の粘液形質マーカー

Muc-2  Glycoprotein 小腸・大腸（とくに杯細胞）に存在する分泌型ムチン 「腸型」の粘液形質マーカー

Muc-5AC Glycoprotein （Muc-
5AC）

胃腺窩上皮細胞に存在する分泌型ムチン 「胃型」の粘液形質マーカー

Muc-6 Glycoprotein （Muc-6） 胃幽門腺・噴門腺 Brunner 腺に存在する分泌型ムチン 「胃型」の粘液形質マーカー

p57Kip2 正常細胞は核が陽性 全胞状奇胎の診断に有用、cytotrophoblasts と実質が陰
性、絨毛外の trophoblasts は陽性
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ＨＣＶ群別（Ｈ CV グルーピング） 長谷川　瞳，他：医学と薬学　70，633-641，2013
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一般細菌　嫌気性培養 Holt J.G.,et al：Bergey's Manual of Systematic Bacteriology：1，1984
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採取容器の種類と採取上の注意点

工
内容 分離剤

採取量 9 ml ⑱ 
内容

採取量

血液凝固促進剤
分離剤

5 ml □豆□）

内容

容器の貯蔵方法
←ミE3至1血

容器の貯筒方法 室温

有効期間 1年

適用検査唄目と採取上の注意点

生化学的検査一般
免疫血清学的検査一般
内分泌学的検査一般
ウイルス検査一般
その他

容器の貯蔵方法 室温

有効期間 1年

適用検査瑣目と採取上の注意点

HBV-DNA定量(TaqMan-PCR) 

0血液5mlを採取し、室温で30~
60分間放置後、遠心分離し、
そのまま凍結保存してくださ
い。

0他項目との璽複依頼は避けて
ください。

適用検査項目
一般尿検査
生化学的検杏

” 
内容

採取量 7ml “ 
内容

採取量

EDTA-2K 

8ml 戸
内容

採取量

容器の貯筒方法

有効期間

温

年

室

2

容器の貯蔵方法

有効期間

温

年

室

1
容器の貯蔵方法 ""''E3 至1血

遠用検査唄目と採取上の注意点

血液型関連検査
不規則性抗体
ク ー ムス試験

0室温保存し、当日中に速やか
に出検してください。

適用検査瑣目と採取上の注意点

HIV-RNA定量(TaqMan-PCR)

0血液8mlを採取し、室温で30~
60分間放置後、遠心分離し、
そのまま冷蔵保存してくださ
い。

0他項目との璽複依頼は避けて
ください。

適用検査唄目

ニュ ーモシスチスカリニD NA
マイコプラズマニュ ーモニエ

核酸同定

EDTA-2K 

り
内容

採取量

凝固促進剤
（トロンビン等）

3 ml 

容器の貯筒方法

有効期間

工
内容 内容

←←,XE3 至皿
1年

遠用検査唄目と採取上の注意点

亜鉛(Zn)
マンガン(Mn)
ニッケル(Ni)
アルミニウム(AL)

0血液3mLを採取し、5~6回ほど
静かに転倒混和し、遠心分離
後そのまま冷蔵保存してくだ
さい。

採取量

容器の貯蔵方法

有効期間

2 ml 

温

年

室

2

闘 採取量

適用検査瑣目と採取上の注意点

末梢血一般
網状赤印球数
血液像（白血球分類）
血液型ABO式、Rh(D)式

容器の貯蔵方法
←3E3 至1血

0血液2mLを採取し、5~6回ほど
静かに転倒混和したのちその
まま冷蔵保存して当日中に出
検してください。

適用検査瑣目

銅(Cu)尿
水銀(Hg)尿
カドミウム(Cd)尿
マンガン(Mn)尿
亜鉛(Zn)尿

⑱ 
内容 分離剤

採取量 5 ml こ
内容

採取量 2 ml “ 
内容

容器の貯蔵方法 室温

有効期間 1年

適用検査項目と採取上の注意点

HCV-RNA定皇(TaqMan-PCR)
HCVサブタイプ系統解析

＇

 

o血液5mLを採取し、室温で30~
60分間放置後、遠心分離し、
そのまま凍結保存してくださ
い。

o他項目との重複依頼は避けて
ください。

容器の貯蔵方法 室温

有効期間 2年

適用検査瑣目と採取上の注意点

血糖（グルコー ス）
へモグロビンA1c(HbA1c)

o血液2mLを採取し、5~6回ほど
静かに転倒混和したのち、そ
のまま冷蔵保存して当日中に
出検してください。

容器の貯蔵方法
←ミE3至1血

適用検査項目

微生物検査
細胞診検査
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採取容器の種類と採取上の注意点

内容 EDTA-2 Na 内容 ヘパリンNa 内容 キャリーブレア培地

(F-9) (H -3) (J-2) 採取量 4ml 採取量 10 ml 容器の貯蔵方法 ←至ミ
／血

E3 

容器の貯蔵方法 ←至ミ
1JIIl
E3 

Y
”4 容番の貯蔵方法 室温

有効期間 1年

有効期周 1年6ヶ月 有効期間 2年 適用検査項目と採取上の注意点

適用検査瑣目と採取上の注意点 適用検査項目と採取上の注意点 一般紀菊検査（糞便）
培養・同定・感受性

ビタミンB1 D-しST
ビタミンB2 0採取後直ちにキャリ ー ブレア

o血液を採取し、5~6回ほど静 培地に深く穿刺してください。
0血液を採取し、5~6回ほど静か かに転倒混和したのち、 その 0採取後は冷蔵保存してくださ

に転倒混和したのち速やかに凍 まま室温保存して当日中に出 い。
結保存してください。 検してください。

工

国

内容

採取量

リンタングステン酸Na
リン酸 溶液4mし

1 ml 

容器の貯蔵方法

有効期商 10ヶ月

適用検査項目と採取上の注意点

アンモニア

o血液lmLを採取し、5~6回ほど
静かに転倒混和したのち速や
かに遠心分離し、 上消をGて）

容器に移し替えて凍結保存し
てください。

内容 ヘパリンNa

採取量 10 ml 

容器の貯蔵方法 室温

有効期間 1年5ヶ 月

適用検査項目と採取上の注意点

リンパ球混合培養
T-SPOT.TB 

o血液を採取し、5~6回ほど静
かに転倒混和したのち速やか
に冷蔵保存してください。

0全血の項目については、 その
まま室温保存して当日中に出
検してください。

戸
内容 ヘパリンNa

採取量 5 ml 

容器の貯蔵方法 室温

有効期間 2年

適用検査瑣目と採取上の注意点

プロトポルフィリン
コプロポルフィリン

0 血液を採取し、5~6回ほど静
かに転倒混和したのち冷蔵保
存してください。

⑪三[
内容 D.BN過塩素酸1 ml 

採取量

容器の貯蔵方法

有効期間

1 ml 

冷朦
6ヶ月

適用検査瑣目と採取上の注意点

” ヒルビン酸

o血液lmLを採取し、5~6回ほど
転倒混和したのち3000翌竺茫
闊遠心分離し、 上清をW容
器に移し替えて凍結保存して
ください。

⑳ 
内容

インジケーター付寒天
CO2ガス

容吾の貯蔵方法 遮光室温

有効期間 2年

適用検査項目と採取上の注意点

嫌気性菌培養

o液状検体の場合（注射器による採取）
容器 のゴムキャップを外さないで、
消毒用アルコ ー ル綿などを用いてゴ
ムの部分を消毒し、注射針を穿き刺
し、穿刺した検体を注入します。こ
の時、できるだけ気泡を入れないよ
うに注意し、冷蔵保存してください。

o固形状検体の場合（綿棒などによる
採取）容器は立てたまま、注意深く
ゴムキャップを外し、速やかに検体
を入れてください。検体を入れたあ
と直ちにゴムキャップにて栓をして
冷蔵保存してください（操作時間が
短いほど信頼性も高くなります）。

⑳ 
内容

容呑の貯蔵方法 室温

有効期間 3年

適用検査項目と採取上の注意点

百日咳菊核酸検出LAMP法

0後昇腔ぬぐい液は、 フロックス
ワブにて採取したのち、 速やか
に付属のチュ ー ブに入れて、 凍
結保存してください。採取前の
スワプ取出時やチュ ー プ内挿入
時には、 スワブ先端部が汚染し
ないようにご注意ください。

“ 
容器の貯蔵方法

有効期商

＇

 

内容

採取量

ヘパリンNa

5 ml 

室湿
2年

適用検査項目と採取上の注意点

アミノ酸分析

o血液を採取し、5~6回ほど静
かに転倒混和したのち室温保
存してください。

闘
内容 変法アミ ー ズ培地

容器の貯蔵方法 室温

有効期周 1年

適用検査項目と採取上の注意点

一般細菌検査
塗抹鏡検
培養・同定・感受性
真菌培養

o滅菌綿棒で病変部をで き るだ
け多く採取し、 培地内に挿入
してください。

0採取後は冷蔵保存してくださ
い。

（目的菌が淋菌、 髄膜炎菌の
場合は室温保存）

⑳ 
内容

容吾の貯蔵方法 室温

適用検査項目と採取上の注意点

一般紀菌検査
塗抹鏡検
培養・同定・感受性
真菌培養

杭酸菊検査
塗抹鏡検・培養・同定

紀胞診
o起床後最初に排痰されたもの

が最も検査に適した喀痰です。
0排痰前に口中をきれいにすす

いでください。
0深く息を吸い込み大きな咳を

すると痰が出易いです。
0採取後は冷蔵保存してご提出

ください。
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採取容器の種類と採取上の注意点

□亙□）

内容

容差の貯蔵方法
「ミE3
至皿

適用検査項目と採取上の注意点

病理組織検査

o採取した組織片は乾燥させた
りピンセット等で圧挫しない
ようにして、 速やかに固定液
に入れてください。

010％中性緩衝ホルマリンを充
填してお使いください。

〔

r|
」

適用検査項目と採取上の注意点

一般細菌鏡検

細胞診検査
塗抹後直ちに固定液等で固
定してください。

血液像
1 ~ 2枚ご提出ください。

特殊染色
2 ~ 4枚ご提出ください。

血中原虫
1 ~ 2枚ご提出ください。

0塗抹標本作製後は室温で保存
してください。

工
内容

容吾の貯蔵方法 室湿

適用検査項目と採取上の注意点

尿素呼気試験

0検体の採取方法は71ペ ー ジを
ご参照ください。

口
内容

採取量 4ml 

容器の保管方法 室温

適用検査項目と採取上の注意点

血清、 血漿提出用

0凍結保存が必要な項目につい
ては、 この容器に移し替えて
凍結保存してください。

内容

X ） 
容器の貯蔵方法 室湿

適用検査項目と採取上の注意点

SARS-CoV-2核酸検出
（唾液用）

0ファネルをスピッツにつけて
唾液を2mL採取してください。

0当日中に出検してください。

1 
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PMA003F

検査に関するお問い合わせ
最寄りの地域ラボラトリーまたは営業所へご連絡ください。

ま ご こ ろ で 健 康 を

野々市 石川県野々市市西部中央土地区画
整理地20街区4-1

寺　町 石川県金沢市寺町２丁目８番2-1号

石川県小松市白嶺町1丁目34番地
Ａｓｈｉビル103号室

高　崎 群馬県高崎市菅谷町1069-1

埼玉県本庄市寿１丁目23-6

●支　社

三　条 新潟県三条市旭町２丁目５番16号
新発田 新潟県新発田市新栄町3丁目4番33号

石井ビル403

魚　津 富山県魚津市上村木1丁目14番14号
ルネ宮田ビル１F

石川・福井・富山・新潟・群馬・埼玉・栃木・大連（中国）

総合検査案内

新潟県上越市木田町２丁目7-4
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